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区
分

基
本

目
標

施
策

番
号

N
o.

取
組

取
組

の
概

要
達

成
指

標
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

担
当

課

継
続

Ⅰ
1

(1
)

　
県

内
（さ

い
た

ま
市

を
除

く
）全

て
の

公
立

小
・

中
・高

等
・特

別
支

援
学

校
に

お
い

て
、

薬
物

乱
用

防
止

教
室

を
実

施
し

、
薬

物
乱

用
防

止
の

啓
発

の
徹

底
に

取
り

組
む

。

す
べ

て
の

学
校

（さ
い

た
ま

市
を

除
く
。

）
で

児
童

生
徒

を
対

象
に

薬
物

乱
用

防
止

教
室

を
開

催 【指
標

】1
00

%

薬
物

乱
用

防
止

教
室

の
開

催
10

0％
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

開
催

10
0％

薬
物

乱
用

防
止

教
室

の
開

催
10

0％
保

健
体

育
課

継
続

Ⅰ
1

(2
)

　
県

内
の

私
立

小
・中

・高
等

・特
別

支
援

学
校

に
対

し
て

薬
物

乱
用

防
止

教
室

の
実

施
を

依
頼

す
る

と
と

も
に

、
国

や
県

か
ら

の
薬

物
乱

用
防

止
に

関
す

る
通

知
・資

料
等

を
送

付
し

、
児

童
生

徒
や

教
職

員
に

対
す

る
周

知
・啓

発
を

行
う

。

県
内

私
立

学
校

に
お

け
る

薬
物

乱
用

防
止

教
室

開
催

率
の

向
上

①
文

部
科

学
省

の
薬

物
乱

用
防

止
教

室
開

催
状

況
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
各

学
校

に
開

催
を

依
頼

②
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

や
県

政
出

前
講

座
の

活
用

も
含

め
た

開
催

を
依

頼

③
学

校
が

参
加

す
る

会
議

や
研

修
会

等
の

機
会

を
活

用
し

、
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

開
催

に
つ

い
て

呼
び

か
け

を
実

施

①
文

部
科

学
省

の
薬

物
乱

用
防

止
教

室
開

催
状

況
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
各

学
校

に
開

催
を

依
頼

②
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

や
県

政
出

前
講

座
の

活
用

も
含

め
た

開
催

を
依

頼

③
学

校
が

参
加

す
る

会
議

や
研

修
会

等
の

機
会

を
活

用
し

、
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

開
催

に
つ

い
て

呼
び

か
け

を
実

施

①
文

部
科

学
省

の
薬

物
乱

用
防

止
教

室
開

催
状

況
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
各

学
校

に
開

催
を

依
頼

②
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

や
県

政
出

前
講

座
の

活
用

も
含

め
た

開
催

を
依

頼

③
学

校
が

参
加

す
る

会
議

や
研

修
会

等
の

機
会

を
活

用
し

、
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

開
催

に
つ

い
て

呼
び

か
け

を
実

施

学
事

課

継
続

Ⅰ
1

(3
)

　
・
各

学
校

へ
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

開
催

を
依

頼
　

・
私

立
学

校
が

参
加

す
る

会
議

で
の

呼
び

掛
け

薬
物

乱
用

防
止

教
室

開
催

率
の

向
上

①
年

度
当

初
に

、
文

部
科

学
省

の
薬

物
乱

用
防

止
教

室
開

催
状

況
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
各

学
校

に
開

催
を

依
頼

②
学

校
が

参
加

す
る

会
議

等
の

機
会

を
活

用
し

、
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

開
催

に
つ

い
て

呼
び

か
け

を
実

施

③
国

や
県

か
ら

の
薬

物
乱

用
防

止
に

関
す

る
通

知
・資

料
等

を
送

付
し

、
児

童
生

徒
や

教
職

員
へ

の
周

知
・啓

発
を

実
施

。

①
年

度
当

初
に

、
文

部
科

学
省

の
薬

物
乱

用
防

止
教

室
開

催
状

況
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
各

学
校

に
開

催
を

依
頼

②
学

校
が

参
加

す
る

会
議

等
の

機
会

を
活

用
し

、
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

開
催

に
つ

い
て

呼
び

か
け

を
実

施

③
国

や
県

か
ら

の
薬

物
乱

用
防

止
に

関
す

る
通

知
・資

料
等

を
送

付
し

、
児

童
生

徒
や

教
職

員
へ

の
周

知
・啓

発
を

実
施

。

①
年

度
当

初
に

、
文

部
科

学
省

の
薬

物
乱

用
防

止
教

室
開

催
状

況
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
各

学
校

に
開

催
を

依
頼

②
学

校
が

参
加

す
る

会
議

等
の

機
会

を
活

用
し

、
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

開
催

に
つ

い
て

呼
び

か
け

を
実

施

③
国

や
県

か
ら

の
薬

物
乱

用
防

止
に

関
す

る
通

知
・資

料
等

を
送

付
し

、
児

童
生

徒
や

教
職

員
へ

の
周

知
・啓

発
を

実
施

。

薬
務

課

新
規

Ⅰ
1

(4
)

県
民

の
薬

物
乱

用
に

対
す

る
意

識
調

査
の

実
施

県
民

の
薬

物
乱

用
に

対
す

る
意

識
調

査
の

実
施

薬
物

乱
用

防
止

教
室

、
県

政
出

前
講

座
及

び
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

の
機

会
を

と
ら

え
、

県
民

の
薬

物
乱

用
に

対
す

る
意

識
調

査
を

実
施

薬
物

乱
用

防
止

教
室

、
県

政
出

前
講

座
及

び
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

の
機

会
を

と
ら

え
、

県
民

の
薬

物
乱

用
に

対
す

る
意

識
調

査
を

実
施

薬
物

乱
用

防
止

教
室

、
県

政
出

前
講

座
及

び
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

の
機

会
を

と
ら

え
、

県
民

の
薬

物
乱

用
に

対
す

る
意

識
調

査
を

実
施

薬
務

課

新
規

Ⅰ
1

(5
)

薬
物

乱
用

防
止

教
育

の
実

施

企
業

・大
学

等
か

ら
の

要
請

に
基

づ
き

職
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
、

薬
物

乱
用

防
止

講
座

を
県

内
各

地
で

開
催

す
る

。

薬
物

乱
用

防
止

講
座

の
開

催

企
業

・大
学

等
か

ら
の

要
請

に
基

づ
き

職
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
、

薬
物

乱
用

防
止

講
座

を
県

内
各

地
で

開
催

企
業

・大
学

等
か

ら
の

要
請

に
基

づ
き

職
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
、

薬
物

乱
用

防
止

講
座

を
県

内
各

地
で

開
催

企
業

・大
学

等
か

ら
の

要
請

に
基

づ
き

職
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
、

薬
物

乱
用

防
止

講
座

を
県

内
各

地
で

開
催

薬
物

銃
器

対
策

課

薬
物

乱
用

防
止

教
室

の
開

催
等

埼
玉
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
計
画
に
お
け
る
施
策
一
覧

（
令
和
３
年
度
～
令
和
５
年
度
）
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区
分

基
本

目
標

施
策

番
号

N
o.

取
組

取
組

の
概

要
達

成
指

標
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

担
当

課

継
続

Ⅰ
1

(6
)

　
文

部
科

学
省

、
日

本
学

校
保

健
会

、
厚

生
労

働
省

、
埼

玉
県

保
健

医
療

部
な

ど
の

各
機

関
が

作
成

し
た

学
校

向
け

の
啓

発
資

材
を

学
校

に
確

実
に

配
布

し
、

最
新

の
情

報
で

効
果

的
な

薬
物

乱
用

防
止

教
育

に
活

用
す

る
。

啓
発

資
材

の
配

布
、

参
考

教
材

の
提

供

各
機

関
が

作
成

し
た

学
校

向
け

の
啓

発
資

材
の

有
効

活
用

（随
時

）
各

機
関

が
作

成
し

た
学

校
向

け
の

啓
発

資
材

の
有

効
活

用
（随

時
）

各
機

関
が

作
成

し
た

学
校

向
け

の
啓

発
資

材
の

有
効

活
用

（随
時

）
保

健
体

育
課

継
続

Ⅰ
1

(7
)

国
や

県
か

ら
の

薬
物

乱
用

防
止

に
関

す
る

通
知

・資
料

等
を

送
付

し
、

児
童

生
徒

や
教

職
員

に
対

す
る

周
知

・啓
発

を
行

う
。

通
知

・資
料

の
送

付

国
や

県
か

ら
の

薬
物

乱
用

防
止

に
関

す
る

通
知

・資
料

等
を

送
付

し
、

児
童

生
徒

や
教

職
員

に
対

し
て

周
知

・啓
発

を
実

施

国
や

県
か

ら
の

薬
物

乱
用

防
止

に
関

す
る

通
知

・資
料

等
を

送
付

し
、

児
童

生
徒

や
教

職
員

に
対

し
て

周
知

・啓
発

を
実

施

国
や

県
か

ら
の

薬
物

乱
用

防
止

に
関

す
る

通
知

・資
料

等
を

送
付

し
、

児
童

生
徒

や
教

職
員

に
対

し
て

周
知

・啓
発

を
実

施
学

事
課

継
続

Ⅰ
1

(8
)

　
小

学
生

及
び

中
・高

生
向

け
の

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

資
材

を
県

警
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

薬
物

乱
用

防
止

教
室

等
で

活
用

す
る

。
ま

た
、

関
係

機
関

に
よ

る
啓

発
資

料
デ

ー
タ

を
共

有
し

、
薬

物
乱

用
防

止
教

室
や

啓
発

活
動

で
活

用
す

る
。

効
果

的
な

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
活

用
薬

物
乱

用
防

止
啓

発
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

活
用

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
活

用
薬

物
乱

用
防

止
啓

発
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

活
用

少
年

課

新
規

Ⅰ
1

(9
)

大
麻

の
正

し
い

知
識

を
啓

発
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
啓

発
資

材
を

作
成

し
、

薬
物

乱
用

防
止

教
室

等
に

お
い

て
配

布
す

る
。

効
果

的
な

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

資
材

の
作

成
・配

布

大
麻

の
正

し
い

知
識

を
啓

発
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
啓

発
資

材
の

作
成

・配
布

大
麻

の
正

し
い

知
識

を
啓

発
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
啓

発
資

材
の

作
成

・配
布

大
麻

の
正

し
い

知
識

を
啓

発
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
啓

発
資

材
の

作
成

・配
布

薬
務

課

継
続

Ⅰ
1

(1
0
)

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

ポ
ス

タ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
の

実
施

　
創

作
活

動
を

通
じ

て
児

童
・
生

徒
に

薬
物

乱
用

防
止

の
意

識
を

根
付

か
せ

る
た

め
、

県
内

全
て

の
小

・
中

・
高

等
学

校
の

児
童

・生
徒

を
対

象
に

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

ポ
ス

タ
ー

の
コ

ン
ク

ー
ル

を
実

施
す

る
。

　
応

募
が

あ
っ

た
薬

物
乱

用
防

止
啓

発
ポ

ス
タ

ー
を

啓
発

資
材

の
デ

ザ
イ

ン
と

し
て

活
用

す
る

。

ポ
ス

タ
ー

制
作

の
た

め
に

薬
物

乱
用

の
恐

ろ
し

さ
を

自
ら

調
べ

学
習

す
る

児
童

生
徒

を
増

や
す

。

・薬
物

乱
用

防
止

啓
発

ポ
ス

タ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
の

実
施

（４
～

11
月

）
・優

秀
作

品
を

活
用

し
た

啓
発

資
材

の
作

成
：

通
年

・薬
物

乱
用

防
止

啓
発

ポ
ス

タ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
の

実
施

（４
～

11
月

）
・優

秀
作

品
を

活
用

し
た

啓
発

資
材

の
作

成
：

通
年

・薬
物

乱
用

防
止

啓
発

ポ
ス

タ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
の

実
施

（４
～

11
月

）
・優

秀
作

品
を

活
用

し
た

啓
発

資
材

の
作

成
：

通
年

薬
務

課

継
続

Ⅰ
2

(1
)

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

等
の

実
施

　
国

連
の

運
動

の
一

環
で

あ
る

「
ダ

メ
。

ゼ
ッ

タ
イ

。
」
普

及
運

動
を

推
進

す
る

た
め

関
係

団
体

に
よ

る
実

行
委

員
会

を
結

成
し

、
彩

の
国

さ
い

た
ま

「
ダ

メ
｡ゼ

ッ
タ

イ
｡」

普
及

運
動

(6
/
2
0
～

7
/
1
9
)と

し
て

、
関

係
団

体
と

連
携

し
た

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

や
募

金
活

動
を

行
い

、
県

全
体

で
の

薬
物

乱
用

防
止

意
識

の
向

上
を

図
る

。
　

ま
た

、
麻

薬
・
覚

醒
剤

乱
用

防
止

運
動

期
間

（
1
0
/
1
～

1
1
/
3
0
）
に

各
種

広
報

媒
体

や
関

連
行

事
を

活
用

し
た

啓
発

を
行

う
。

「ダ
メ

。
ゼ

ッ
タ

イ
。

」普
及

運
動

及
び

麻
薬

・覚
醒

剤
乱

用
防

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

よ
り

効
果

的
な

実
施

・
彩

の
国

さ
い

た
ま

「
ダ

メ
｡ゼ

ッ
タ

イ
｡」

普
及

運
動

　
実

施
期

間
：
6
/
2
0
～

7
/
1
9

　 ・
麻

薬
・
覚

醒
剤

乱
用

防
止

運
動

　
実

施
期

間
：
1
0
/
1
～

1
1
/
3
0

・
「
ダ

メ
。

ゼ
ッ

タ
イ

。
」
国

連
支

援
募

金
へ

の
協

力
　

目
標

：
募

金
額

全
国

１
位

継
続

・
彩

の
国

さ
い

た
ま

「
ダ

メ
｡ゼ

ッ
タ

イ
｡」

普
及

運
動

　
実

施
期

間
：
6
/
2
0
～

7
/
1
9

　 ・
麻

薬
・
覚

醒
剤

乱
用

防
止

運
動

　
実

施
期

間
：
1
0
/
1
～

1
1
/
3
0

・
「
ダ

メ
。

ゼ
ッ

タ
イ

。
」
国

連
支

援
募

金
へ

の
協

力
　

目
標

：
募

金
額

全
国

１
位

継
続

・
彩

の
国

さ
い

た
ま

「
ダ

メ
｡ゼ

ッ
タ

イ
｡」

普
及

運
動

　
実

施
期

間
：
6
/
2
0
～

7
/
1
9

　 ・
麻

薬
・
覚

醒
剤

乱
用

防
止

運
動

　
実

施
期

間
：
1
0
/
1
～

1
1
/
3
0

・
「
ダ

メ
。

ゼ
ッ

タ
イ

。
」
国

連
支

援
募

金
へ

の
協

力
　

目
標

：
募

金
額

全
国

１
位

継
続

薬
務

課

啓
発

資
材

の
作

成
及

び
配

布
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区
分

基
本

目
標

施
策

番
号

N
o.

取
組

取
組

の
概

要
達

成
指

標
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

担
当

課

継
続

Ⅰ
2

(2
)

　
関

係
機

関
や

事
業

者
、

青
少

年
健

全
育

成
に

取
り

組
む

民
間

団
体

等
と

連
携

し
た

合
同

で
の

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施
し

、
薬

物
乱

用
防

止
の

内
容

を
盛

り
込

ん
だ

非
行

防
止

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
中

高
生

等
に

配
布

す
る

。

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
　

【
指

標
】年

２
回

合
同

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
：年

２
回

合
同

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
：年

２
回

合
同

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
：
年

２
回

青
少

年
課

継
続

Ⅰ
2

(3
)

　
県

保
健

所
毎

に
設

置
し

て
い

る
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

協
議

会
を

運
営

し
、

地
域

や
学

校
で

の
啓

発
活

動
の

充
実

を
図

る
。

薬
物

乱
用

防
止

指
導

員
に

よ
る

効
果

的
な

啓
発

活
動

・
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

協
議

会
の

運
営

に
よ

る
啓

発
事

業
の

実
施

：
通

年
①

　
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

の
実

施
②

　
薬

物
乱

用
防

止
教

室
等

へ
の

講
師

の
派

遣
③

　
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

等
研

修
会

の
実

施

・
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

協
議

会
の

運
営

に
よ

る
啓

発
事

業
の

実
施

：
通

年
①

　
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

の
実

施
②

　
薬

物
乱

用
防

止
教

室
等

へ
の

講
師

の
派

遣
③

　
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

等
研

修
会

の
実

施

・
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

協
議

会
の

運
営

に
よ

る
啓

発
事

業
の

実
施

：
通

年
①

　
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

の
実

施
②

　
薬

物
乱

用
防

止
教

室
等

へ
の

講
師

の
派

遣
③

　
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

等
研

修
会

の
実

施

薬
務

課
、

保
健

所

継
続

Ⅰ
2

(4
)

交
通

安
全

教
育

等
で

の
啓

発
活

動
の

実
施

交
通

安
全

教
育

等
の

機
会

に
、

危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
に

よ
る

交
通

事
故

の
発

生
状

況
や

対
象

に
応

じ
た

啓
発

を
実

施
し

、
危

険
運

転
の

未
然

防
止

を
図

る
。

交
通

安
全

教
育

等
で

の
啓

発

交
通

安
全

教
育

等
の

機
会

に
、

危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
に

よ
る

交
通

事
故

の
発

生
状

況
や

対
象

に
応

じ
た

啓
発

を
実

施

交
通

安
全

教
育

等
の

機
会

に
、

危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
に

よ
る

交
通

事
故

の
発

生
状

況
や

対
象

に
応

じ
た

啓
発

を
実

施

交
通

安
全

教
育

等
の

機
会

に
、

危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
に

よ
る

交
通

事
故

の
発

生
状

況
や

対
象

に
応

じ
た

啓
発

を
実

施

防
犯

・
交

通
安

全
課

継
続

Ⅰ
2

(5
)

　
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

・
広

報
紙

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

の
広

報
媒

体
を

活
用

し
、

啓
発

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
に

よ
り

県
民

へ
の

情
報

提
供

を
行

い
、

規
範

意
識

の
向

上
に

よ
る

薬
物

乱
用

の
未

然
防

止
を

図
る

。

・
各

種
媒

体
を

用
い

た
薬

物
乱

用
防

止
啓

発
情

報
の

発
信

：
通

年
①

テ
レ

ビ
埼

玉
②

Ｆ
Ｍ

 Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｋ

５
③

彩
の

国
だ

よ
り

④
埼

玉
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

⑤
電

光
掲

示
板

等
⑥

市
町

村
報

等
各

種
広

報
紙

・
各

種
媒

体
を

用
い

た
薬

物
乱

用
防

止
啓

発
情

報
の

発
信

：
通

年
①

テ
レ

ビ
埼

玉
②

Ｆ
Ｍ

 Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｋ

５
③

彩
の

国
だ

よ
り

④
埼

玉
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

⑤
電

光
掲

示
板

等
⑥

市
町

村
報

等
各

種
広

報
紙

・
各

種
媒

体
を

用
い

た
薬

物
乱

用
防

止
啓

発
情

報
の

発
信

：
通

年
①

テ
レ

ビ
埼

玉
②

Ｆ
Ｍ

 Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｋ

５
③

彩
の

国
だ

よ
り

④
埼

玉
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

⑤
電

光
掲

示
板

等
⑥

市
町

村
報

等
各

種
広

報
紙

薬
務

課

継
続

Ⅰ
2

(6
)

薬
物

乱
用

防
止

の
啓

発
及

び
薬

物
事

犯
の

情
報

提
供

促
進

の
た

め
、

広
報

誌
、

ラ
ジ

オ
、

県
警

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
の

広
報

媒
体

を
利

用
し

て
、

と
り

わ
け

若
年

層
を

中
心

と
し

た
大

麻
乱

用
の

実
態

や
大

麻
栽

培
施

設
の

特
徴

に
つ

い
て

情
報

発
信

を
行

う
。

各
種

広
報

媒
体

に
よ

る
啓

発
の

実
施

各
種

広
報

媒
体

に
よ

る
啓

発
の

実
施

各
種

広
報

媒
体

に
よ

る
啓

発
の

実
施

薬
物

銃
器

対
策

課

継
続

Ⅰ
2

(7
)

　
少

年
の

非
行

防
止

や
犯

罪
被

害
防

止
に

つ
い

て
啓

発
す

る
た

め
、

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

T
im

es
を

県
警

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
広

く
情

報
発

信
す

る
。

　
薬

物
乱

用
防

止
強

化
期

間
（６

月
～

７
月

）に
合

わ
せ

て
、

６
月

号
で

薬
物

乱
用

防
止

に
関

す
る

記
事

を
掲

載
す

る
。

県
警

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
「サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
T
im

es
」へ

の
薬

物
乱

用
防

止
関

連
記

事
の

掲
載

県
警

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
ア

ッ
プ

し
て

い
る

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

T
im

es
へ

の
薬

物
乱

用
防

止
関

連
記

事
の

掲
載

県
警

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
ア

ッ
プ

し
て

い
る

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

T
im

es
へ

の
薬

物
乱

用
防

止
関

連
記

事
の

掲
載

県
警

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
ア

ッ
プ

し
て

い
る

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

T
im

es
へ

の
薬

物
乱

用
防

止
関

連
記

事
の

掲
載

少
年

課

継
続

Ⅰ
2

(8
)

子
ど

も
安

全
見

守
り

講
座

で
の

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

の
実

施

　
ネ

ッ
ト

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
小

・
中

学
校

や
地

域
の

青
少

年
健

全
育

成
団

体
等

の
研

修
会

に
派

遣
し

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
危

険
性

や
保

護
者

の
役

割
に

つ
い

て
啓

発
す

る
「
子

供
安

全
見

守
り

講
座

」
を

開
催

す
る

。

「子
供

安
全

見
守

り
講

座
」
の

開
催

数 　
【指

標
】3

6
0回

子
供

安
全

見
守

り
講

座
の

開
催

数
：3

60
回

子
供

安
全

見
守

り
講

座
の

開
催

数
：3

60
回

子
供

安
全

見
守

り
講

座
の

開
催

数
：3

6
0回

青
少

年
課

薬
物

乱
用

防
止

に
つ

い
て

県
民

の
意

識
を

高
め

る
。

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

等
の

実
施

各
種

広
報

媒
体

を
活

用
し

た
薬

物
乱

用
防

止
啓

発
情

報
の

発
信
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区
分

基
本

目
標

施
策

番
号

N
o.

取
組

取
組

の
概

要
達

成
指

標
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

担
当

課

継
続

Ⅰ
2

(9
)

　
関

係
機

関
や

事
業

者
、

青
少

年
の

健
全

育
成

に
取

り
組

む
民

間
団

体
等

と
連

携
し

、
薬

物
乱

用
防

止
等

の
内

容
を

盛
り

込
ん

だ
非

行
防

止
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

県
内

全
て

の
中

・高
生

と
そ

の
保

護
者

等
に

配
布

し
、

青
少

年
の

非
行

防
止

に
取

り
組

む
。

非
行

防
止

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
県

内
全

て
の

中
・

高
生

及
び

そ
の

保
護

者
等

へ
配

布

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
・配

布
（県

内
全

中
・高

生
及

び
そ

の
保

護
者

）
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

・配
布

（県
内

全
中

・高
生

及
び

そ
の

保
護

者
）

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
・配

布
（県

内
全

中
・
高

生
及

び
そ

の
保

護
者

）
青

少
年

課

継
続

Ⅰ
2

(1
0
)

　
市

町
村

と
連

携
し

地
域

の
防

犯
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

協
力

を
得

て
、

危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
の

薬
物

乱
用

防
止

の
啓

発
を

行
い

、
薬

物
乱

用
の

未
然

防
止

を
図

る
。

薬
物

に
関

す
る

危
険

性
の

認
知

度
の

向
上

・市
町

村
へ

の
協

力
依

頼
：4

/2
2～

5/
15

・市
町

村
と

連
携

し
た

街
頭

啓
発

活
動

（通
年

）
・市

町
村

へ
の

協
力

依
頼

：調
整

中
・市

町
村

と
連

携
し

た
街

頭
啓

発
活

動
（通

年
）

・市
町

村
へ

の
協

力
依

頼
：
調

整
中

・市
町

村
と

連
携

し
た

街
頭

啓
発

活
動

（
通

年
）

薬
務

課

継
続

Ⅰ
2

(1
1
)

　
不

動
産

関
係

団
体

を
通

じ
、

不
動

産
事

業
者

の
店

頭
等

に
お

い
て

危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
の

薬
物

乱
用

防
止

の
啓

発
を

行
う

。

危
険

ド
ラ

ッ
グ

販
売

の
た

め
の

不
動

産
の

賃
貸

借
契

約
の

未
然

防
止

・不
動

産
関

係
団

体
を

通
じ

た
危

険
ド

ラ
ッ

グ
啓

発
資

材
の

配
布

：通
年

　
配

布
枚

数
：8

,0
00

枚

・不
動

産
関

係
団

体
を

通
じ

た
危

険
ド

ラ
ッ

グ
啓

発
資

材
の

配
布

：通
年

・不
動

産
関

係
団

体
を

通
じ

た
危

険
ド

ラ
ッ

グ
啓

発
資

材
の

配
布

：通
年

薬
務

課

継
続

Ⅰ
2

交
通

総
務

課

継
続

Ⅰ
2

運
転

免
許

課

継
続

Ⅰ
2

(1
3
)

　
違

法
薬

物
に

接
触

す
る

危
険

性
の

高
い

無
職

少
年

・有
職

少
年

及
び

無
職

の
成

人
が

多
く

集
ま

る
場

所
で

、
薬

物
乱

用
防

止
の

啓
発

資
材

の
掲

示
及

び
配

布
を

行
い

薬
物

乱
用

の
未

然
防

止
を

図
る

。

薬
物

に
関

す
る

危
険

性
の

認
知

度
の

向
上

啓
発

資
材

の
掲

示
及

び
配

布
啓

発
資

材
の

掲
示

及
び

配
布

啓
発

資
材

の
掲

示
及

び
配

布
薬

務
課

継
続

Ⅰ
2

(1
4
)

　
市

町
村

に
お

け
る

成
人

式
に

出
席

す
る

新
成

人
に

対
し

て
啓

発
資

材
を

配
布

し
、

薬
物

乱
用

防
止

の
意

識
の

向
上

を
図

る
。

薬
物

に
関

す
る

危
険

性
の

認
知

度
の

向
上

啓
発

資
材

の
掲

示
及

び
配

布
啓

発
資

材
の

掲
示

及
び

配
布

啓
発

資
材

の
掲

示
及

び
配

布
薬

務
課

継
続

Ⅰ
2

(1
5
)

　
県

の
包

括
連

携
協

定
に

基
づ

き
、

関
係

企
業

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。

薬
物

に
関

す
る

危
険

性
の

認
知

度
の

向
上

啓
発

資
材

の
掲

示
及

び
配

布
啓

発
資

材
の

掲
示

及
び

配
布

啓
発

資
材

の
掲

示
及

び
配

布
薬

務
課

継
続

Ⅰ
3

(1
)

　
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

の
資

質
向

上
を

図
る

た
め

、
指

導
員

を
対

象
と

し
た

研
修

会
を

実
施

す
る

。
　

ま
た

、
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

講
師

を
務

め
る

こ
と

が
で

き
る

指
導

員
の

養
成

を
行

う
。

薬
物

乱
用

防
止

教
室

の
講

師
の

養
成

：
講

師
を

務
め

る
こ

と
が

で
き

る
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

①
各

保
健

所
・
管

内
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

協
議

会
に

お
け

る
研

修
会

の
実

施
：
1
3
保

健
所

②
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

講
師

育
成

研
修

会
の

実
施

：
7
～

8
月

①
各

保
健

所
・
管

内
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

協
議

会
に

お
け

る
研

修
会

の
実

施
：
1
3
保

健
所

②
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

講
師

育
成

研
修

会
の

実
施

：
7
～

8
月

①
各

保
健

所
・
管

内
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

協
議

会
に

お
け

る
研

修
会

の
実

施
：
1
3
保

健
所

②
薬

物
乱

用
防

止
教

室
の

講
師

育
成

研
修

会
の

実
施

：
7
～

8
月

薬
務

課
、

保
健

所

継
続

Ⅰ
3

(2
)

　
薬

物
乱

用
防

止
教

育
推

進
事

業
（
学

校
薬

剤
師

研
修

会
、

薬
物

乱
用

防
止

教
室

研
修

会
）
及

び
薬

物
乱

用
防

止
教

育
研

修
会

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

各
種

会
議

、
研

修
会

に
お

い
て

薬
物

に
関

す
る

研
修

を
実

施
す

る
。

教
職

員
や

学
校

薬
剤

師
を

対
象

と
す

る
研

修
会

の
実

施
及

び
指

導
者

の
育

成

研
修

会
等

の
実

施
研

修
会

等
の

実
施

研
修

会
等

の
実

施
保

健
体

育
課

継
続

Ⅰ
3

(3
)

薬
物

乱
用

防
止

指
導

員
の

活
動

促
進

　
薬

物
乱

用
防

止
教

室
、

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

及
び

募
金

活
動

な
ど

の
活

動
に

参
加

す
る

薬
物

乱
用

防
止

指
導

員
を

増
や

す
。

薬
物

乱
用

防
止

指
導

員
の

活
動

率
【指

標
】1

00
%

薬
物

乱
用

防
止

指
導

員
の

活
動

率
薬

物
乱

用
防

止
指

導
員

の
活

動
率

薬
物

乱
用

防
止

指
導

員
の

活
動

率
薬

務
課

、
保

健
所

(1
2
)

薬
物

乱
用

防
止

教
室

の
講

師
を

対
象

と
し

た
研

修
会

の
実

施

・県
運

転
免

許
セ

ン
タ

ー
、

各
警

察
署

及
び

県
内

の
自

動
車

教
習

所
を

通
じ

た
危

険
ド

ラ
ッ

グ
等

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

資
材

の
掲

示
、

配
布

：
通

年

　
県

運
転

免
許

セ
ン

タ
ー

、
各

警
察

署
及

び
県

内
の

自
動

車
教

習
所

等
に

お
い

て
、

薬
物

乱
用

防
止

の
啓

発
資

材
の

掲
示

や
配

布
に

協
力

し
、

薬
物

に
よ

る
危

険
運

転
及

び
交

通
事

故
の

未
然

防
止

を
図

る
。

危
険

ド
ラ

ッ
グ

に
よ

る
交

通
事

故
の

未
然

防
止

・県
運

転
免

許
セ

ン
タ

ー
、

各
警

察
署

及
び

県
内

の
自

動
車

教
習

所
を

通
じ

た
危

険
ド

ラ
ッ

グ
等

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

資
材

の
掲

示
、

配
布

：
通

年

・県
運

転
免

許
セ

ン
タ

ー
、

各
警

察
署

及
び

県
内

の
自

動
車

教
習

所
を

通
じ

た
危

険
ド

ラ
ッ

グ
等

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

資
材

の
掲

示
、

配
布

：
通

年

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

資
材

の
作

成
・配

布

53



区
分

基
本

目
標

施
策

番
号

N
o.

取
組

取
組

の
概

要
達

成
指

標
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

担
当

課

継
続

Ⅰ
3

(4
)

　
薬

物
乱

用
防

止
教

室
や

集
会

等
で

の
薬

物
乱

用
防

止
研

修
に

、
保

健
所

等
職

員
や

薬
物

乱
用

防
止

指
導

員
を

派
遣

し
充

実
し

た
研

修
を

実
施

す
る

。

薬
物

乱
用

防
止

教
室

へ
の

講
師

派
遣

薬
物

乱
用

防
止

教
室

等
へ

の
講

師
派

遣
薬

物
乱

用
防

止
教

室
等

へ
の

講
師

派
遣

薬
物

乱
用

防
止

教
室

等
へ

の
講

師
派

遣
薬

務
課

、
保

健
所

継
続

Ⅰ
3

(5
)

　
学

校
等

か
ら

の
依

頼
に

基
づ

き
非

行
防

止
指

導
班

「
あ

お
ぞ

ら
」
や

警
察

署
の

職
員

を
薬

物
乱

用
防

止
教

室
等

の
講

師
と

し
て

派
遣

す
る

。

薬
物

乱
用

防
止

教
室

等
へ

の
講

師
派

遣
薬

物
乱

用
防

止
教

室
等

へ
の

講
師

派
遣

薬
物

乱
用

防
止

教
室

等
へ

の
講

師
派

遣
薬

物
乱

用
防

止
教

室
等

へ
の

講
師

派
遣

少
年

課

継
続

Ⅰ
3

(6
)

企
業

・
大

学
等

か
ら

の
要

請
に

基
づ

き
職

員
を

講
師

と
し

て
派

遣
し

、
薬

物
乱

用
防

止
講

座
を

県
内

各
地

で
開

催
す

る
。

社
会

人
・大

学
生

を
対

象
と

し
た

薬
物

乱
用

防
止

講
話

の
実

施

社
会

人
・大

学
生

を
対

象
と

し
た

薬
物

乱
用

防
止

講
話

へ
の

講
師

派
遣

社
会

人
・大

学
生

を
対

象
と

し
た

薬
物

乱
用

防
止

講
話

へ
の

講
師

派
遣

社
会

人
・大

学
生

を
対

象
と

し
た

薬
物

乱
用

防
止

講
話

へ
の

講
師

派
遣

薬
物

銃
器

対
策

課

継
続

Ⅰ
3

(7
)

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

用
の

Ｄ
Ｖ

Ｄ
や

ビ
デ

オ
の

ほ
か

薬
物

標
本

の
貸

し
出

し
を

行
う

。

啓
発

に
よ

り
薬

物
に

手
を

出
す

県
民

を
な

く
す

。

ビ
デ

オ
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

の
貸

出
及

び
こ

れ
ら

の
拡

充
：
通

年
ビ

デ
オ

・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

の
貸

出
及

び
こ

れ
ら

の
拡

充
：
通

年
ビ

デ
オ

・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

の
貸

出
及

び
こ

れ
ら

の
拡

充
：
通

年
薬

務
課

、
保

健
所

継
続

Ⅰ
3

(8
)

薬
物

乱
用

防
止

に
取

り
組

む
団

体
等

の
先

駆
的

な
取

り
組

み
や

工
夫

を
凝

ら
し

た
効

果
的

な
取

り
組

み
事

例
に

関
す

る
情

報
を

収
集

し
、

情
報

の
提

供
を

行
う

。

先
駆

的
取

組
の

情
報

収
集

及
び

提
供

先
駆

的
取

組
の

情
報

収
集

及
び

提
供

先
駆

的
取

組
の

情
報

収
集

及
び

提
供

先
駆

的
取

組
の

情
報

収
集

及
び

提
供

薬
務

課

継
続

Ⅰ
3

(9
)

　
小

・
中

・
高

等
学

校
に

お
け

る
学

校
だ

よ
り

や
保

健
だ

よ
り

等
に

薬
物

乱
用

防
止

に
関

す
る

記
事

を
掲

載
を

依
頼

し
、

家
庭

内
で

の
学

習
の

支
援

を
行

う
。

学
校

だ
よ

り
や

保
健

だ
よ

り
等

へ
の

掲
載

公
立

・私
立

の
学

校
へ

学
校

だ
よ

り
や

保
健

だ
よ

り
等

へ
の

掲
載

を
依

頼
及

び
資

料
を

提
供

公
立

・私
立

の
学

校
へ

学
校

だ
よ

り
や

保
健

だ
よ

り
等

へ
の

掲
載

を
依

頼
及

び
資

料
を

提
供

公
立

・私
立

の
学

校
へ

学
校

だ
よ

り
や

保
健

だ
よ

り
等

へ
の

掲
載

を
依

頼
及

び
資

料
を

提
供

薬
務

課

継
続

Ⅱ
4

(1
)

薬
物

依
存

症
者

に
対

す
る

医
療

の
提

供

　
集

団
認

知
行

動
療

法
に

よ
る

薬
物

依
存

症
治

療
を

行
う

。

薬
物

依
存

症
者

に
対

す
る

医
療

の
提

供

①
薬

物
依

存
症

者
に

対
す

る
入

院
・外

来
医

療
の

提
供

②
集

団
認

知
行

動
療

法
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施

①
薬

物
依

存
症

者
に

対
す

る
入

院
・外

来
医

療
の

提
供

②
集

団
認

知
行

動
療

法
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施

①
薬

物
依

存
症

者
に

対
す

る
入

院
・外

来
医

療
の

提
供

②
集

団
認

知
行

動
療

法
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

継
続

Ⅱ
4

(2
)

　
薬

物
依

存
症

は
、

本
人

で
は

な
く
家

族
が

相
談

に
訪

れ
る

こ
と

も
多

い
。

本
人

の
回

復
の

た
め

に
は

、
家

族
へ

の
支

援
も

大
切

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
保

健
所

に
お

い
て

、
薬

物
に

関
す

る
相

談
に

適
切

に
応

じ
、

薬
物

依
存

症
か

ら
の

回
復

の
支

援
を

行
う

。

保
健

所
に

お
い

て
、

薬
物

に
関

す
る

相
談

に
適

切
に

対
応

し
、

薬
物

依
存

症
か

ら
の

回
復

の
た

め
の

支
援

を
行

う
。

保
健

所
に

お
い

て
、

薬
物

に
関

す
る

相
談

に
適

切
に

対
応

し
、

薬
物

依
存

症
か

ら
の

回
復

の
た

め
の

支
援

を
行

う
。

保
健

所
に

お
い

て
、

薬
物

に
関

す
る

相
談

に
適

切
に

対
応

し
、

薬
物

依
存

症
か

ら
の

回
復

の
た

め
の

支
援

を
行

う
。

疾
病

対
策

課

継
続

Ⅱ
4

(3
)

　
保

健
所

や
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
等

に
お

い
て

、
薬

物
依

存
症

者
及

び
そ

の
家

族
等

か
ら

の
相

談
に

応
じ

必
要

に
応

じ
て

医
療

機
関

へ
の

受
診

を
勧

奨
す

る
。

ま
た

、
家

族
等

に
対

し
て

適
切

な
対

応
を

学
ぶ

た
め

の
講

座
等

を
開

催
し

薬
物

依
存

症
者

の
治

療
に

結
び

つ
け

る
。

薬
物

依
存

症
者

及
び

そ
の

家
族

等
か

ら
の

薬
物

相
談

に
対

応
す

る
。

：通
年

薬
物

依
存

症
者

及
び

そ
の

家
族

等
か

ら
の

薬
物

相
談

に
対

応
す

る
。

：通
年

薬
物

依
存

症
者

及
び

そ
の

家
族

等
か

ら
の

薬
物

相
談

に
対

応
す

る
。

：
通

年

薬
務

課
保

健
所

薬
物

乱
用

防
止

教
室

等
へ

の
講

師
派

遣

学
校

・家
庭

等
で

の
薬

物
乱

用
防

止
教

育
へ

の
支

援

薬
物

依
存

症
者

及
び

そ
の

家
族

へ
の

支
援

相
談

支
援

の
円

滑
な

実
施
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区
分

基
本

目
標

施
策

番
号

N
o.

取
組

取
組

の
概

要
達

成
指

標
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

担
当

課

継
続

Ⅱ
4

(4
)

　
県

内
精

神
科

医
療

機
関

に
対

し
、

認
知

行
動

療
法

や
依

存
症

集
団

療
法

な
ど

に
よ

る
薬

物
依

存
症

治
療

の
必

要
性

を
説

明
す

る
と

と
も

に
、

薬
物

依
存

症
治

療
の

取
組

み
に

つ
い

て
依

頼
す

る
。

認
知

行
動

療
法

に
よ

る
薬

物
依

存
症

治
療

を
行

う
医

療
機

関
の

維
持

・県
内

精
神

科
医

療
機

関
（さ

い
た

ま
市

除
く
）

に
対

し
、

薬
物

依
存

症
治

療
の

必
要

性
の

説
明

や
、

薬
物

依
存

症
治

療
の

取
組

み
に

つ
い

て
依

頼
・薬

物
依

存
症

治
療

に
係

る
研

修
会

等
の

情
報

提
供

・県
内

精
神

科
医

療
機

関
（さ

い
た

ま
市

除
く
）

に
対

し
、

薬
物

依
存

症
治

療
の

必
要

性
の

説
明

や
、

薬
物

依
存

症
治

療
の

取
組

み
に

つ
い

て
依

頼
・薬

物
依

存
症

治
療

に
係

る
研

修
会

等
の

情
報

提
供

・県
内

精
神

科
医

療
機

関
（
さ

い
た

ま
市

除
く
）

に
対

し
、

薬
物

依
存

症
治

療
の

必
要

性
の

説
明

や
、

薬
物

依
存

症
治

療
の

取
組

み
に

つ
い

て
依

頼
・薬

物
依

存
症

治
療

に
係

る
研

修
会

等
の

情
報

提
供

疾
病

対
策

課

新
規

Ⅱ
4

(5
)

医
療

機
関

を
対

象
と

し
た

、
薬

物
依

存
症

に
つ

い
て

の
研

修
を

行
い

、
医

療
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

医
療

機
関

を
対

象
と

し
た

、
薬

物
依

存
症

に
つ

い
て

の
研

修
を

実
施

医
療

機
関

対
象

の
研

修
会

の
開

催
医

療
機

関
対

象
の

研
修

会
の

開
催

医
療

機
関

対
象

の
研

修
会

の
開

催
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー

継
続

Ⅱ
5

(1
)

青
少

年
の

非
行

立
ち

直
り

支
援

の
実

施

　
　

非
行

等
に

つ
ま

づ
い

た
青

少
年

の
立

ち
直

り
を

支
援

す
る

た
め

、
県

内
の

民
間

団
体

等
の

協
力

を
得

て
、

社
会

体
験

や
就

労
体

験
等

の
場

を
提

供
し

、
社

会
と

の
つ

な
が

り
を

自
覚

さ
せ

立
ち

直
り

を
促

進
す

る
。

　
ま

た
、

保
護

者
等

が
相

談
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

保
護

者
同

士
に

よ
る

交
流

会
等

を
開

催
し

、
薬

物
乱

用
を

含
む

非
行

問
題

に
悩

む
家

族
を

支
援

し
て

い
く
。

体
験

交
流

会
の

開
催 【指

標
】年

３
回

・非
行

少
年

の
就

労
体

験
、

社
会

体
験

等
の

実
施 ・立

ち
直

り
相

談
窓

口
：継

続
開

設
・体

験
交

流
会

の
開

催
：３

回

・非
行

少
年

の
就

労
体

験
、

社
会

体
験

等
の

実
施 ・立

ち
直

り
相

談
窓

口
：継

続
開

設
・体

験
交

流
会

の
開

催
：３

回

・非
行

少
年

の
就

労
体

験
、

社
会

体
験

等
の

実
施 ・立

ち
直

り
相

談
窓

口
：継

続
開

設
・体

験
交

流
会

の
開

催
：３

回
青

少
年

課

新
規

Ⅱ
5

(2
)

薬
物

事
犯

者
（仮

釈
放

は
、

執
行

猶
予

者
等

）に
対

す
る

更
生

支
援

執
行

猶
予

付
き

判
決

が
見

込
ま

れ
る

薬
物

事
犯

被
疑

者
に

対
し

、
薬

物
依

存
症

の
相

談
窓

口
等

を
教

示
し

、
社

会
復

帰
後

の
薬

物
再

乱
用

防
止

を
促

す
。

相
談

支
援

の
円

滑
な

実
施

被
疑

者
に

対
し

、
薬

物
依

存
症

の
相

談
窓

口
等

の
教

示
し

、
社

会
復

帰
後

の
薬

物
再

乱
用

防
止

を
促

す
。

被
疑

者
に

対
し

、
薬

物
依

存
症

の
相

談
窓

口
等

の
教

示
し

、
社

会
復

帰
後

の
薬

物
再

乱
用

防
止

を
促

す
。

被
疑

者
に

対
し

、
薬

物
依

存
症

の
相

談
窓

口
等

の
教

示
し

、
社

会
復

帰
後

の
薬

物
再

乱
用

防
止

を
促

す
。

薬
物

銃
器

対
策

課

新
規

Ⅱ
5

(3
)

埼
玉

県
再

犯
防

止
推

進
計

画
を

策
定

及
び

推
進

埼
玉

県
再

犯
防

止
推

進
計

画
を

策
定

し
、

薬
物

依
存

を
有

す
る

者
等

へ
の

支
援

と
し

て
、

同
計

画
に

盛
り

込
ま

れ
た

県
の

取
組

を
推

進
す

る
。

埼
玉

県
再

犯
防

止
推

進
計

画
を

策
定

及
び

推
進

・庁
内

会
議

を
開

催
（年

１
回

）
・有

識
者

会
議

を
開

催
（年

１
回

）
・庁

内
会

議
を

開
催

（年
１

回
）

・有
識

者
会

議
を

開
催

（年
１

回
）

・庁
内

会
議

を
開

催
（年

１
回

）
・有

識
者

会
議

を
開

催
（
年

１
回

）
社

会
福

祉
課

継
続

Ⅱ
5

(4
)

回
復

支
援

に
取

り
組

む
団

体
と

の
連

携

相
談

機
関

か
ら

紹
介

さ
れ

た
薬

物
依

存
者

や
そ

の
家

族
等

の
相

談
に

対
応

し
、

回
復

支
援

に
取

り
組

む
団

体
は

、
薬

物
依

存
症

対
策

に
お

い
て

重
要

で
あ

る
。

そ
の

団
体

が
継

続
し

て
適

切
な

回
復

支
援

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

連
携

し
必

要
な

支
援

を
行

う
。

相
談

体
制

の
充

実
強

化
及

び
薬

物
依

存
か

ら
の

社
会

復
帰

者
率

の
向

上

・回
復

支
援

に
取

り
組

む
団

体
が

継
続

的
か

つ
適

切
な

支
援

計
画

を
策

定
で

き
る

よ
う

連
携

支
援 ・薬

物
依

存
症

か
ら

の
回

復
支

援
に

係
る

情
報

交
換

及
び

共
有

（適
宜

）

・回
復

支
援

に
取

り
組

む
団

体
が

継
続

的
か

つ
適

切
な

支
援

計
画

を
策

定
で

き
る

よ
う

連
携

支
援 ・薬

物
依

存
症

か
ら

の
回

復
支

援
に

係
る

情
報

交
換

及
び

共
有

（適
宜

）

・回
復

支
援

に
取

り
組

む
団

体
が

継
続

的
か

つ
適

切
な

支
援

計
画

を
策

定
で

き
る

よ
う

連
携

支
援 ・薬

物
依

存
症

か
ら

の
回

復
支

援
に

係
る

情
報

交
換

及
び

共
有

（適
宜

）

疾
病

対
策

課

薬
物

依
存

症
治

療
に

係
る

医
療

体
制

の
整

備
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区
分

基
本

目
標

施
策

番
号

N
o.

取
組

取
組

の
概

要
達

成
指

標
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

担
当

課

継
続

Ⅱ
6

(1
)

①
依

存
症

対
策

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

②
ロ

ッ
ク

フ
ェ

ス
等

の
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
、

薬
物

を
含

む
依

存
症

対
策

の
啓

発
資

材
を

活
用

し
、

相
談

窓
口

を
周

知
②

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
た

関
連

情
報

の
提

供
や

相
談

窓
口

の
周

知

①
依

存
症

対
策

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

②
ロ

ッ
ク

フ
ェ

ス
等

の
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
、

薬
物

を
含

む
依

存
症

対
策

の
啓

発
資

材
を

活
用

し
、

相
談

窓
口

を
周

知
②

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
た

関
連

情
報

の
提

供
や

相
談

窓
口

の
周

知

①
依

存
症

対
策

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

②
ロ

ッ
ク

フ
ェ

ス
等

の
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
、

薬
物

を
含

む
依

存
症

対
策

の
啓

発
資

材
を

活
用

し
、

相
談

窓
口

を
周

知
②

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
た

関
連

情
報

の
提

供
や

相
談

窓
口

の
周

知

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

継
続

Ⅱ
6

(2
)

①
啓

発
資

材
に

よ
る

相
談

窓
口

の
周

知

②
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

る
相

談
窓

口
の

周
知

①
啓

発
資

材
に

よ
る

相
談

窓
口

の
周

知

②
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

る
相

談
窓

口
の

周
知

①
啓

発
資

材
に

よ
る

相
談

窓
口

の
周

知

②
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

る
相

談
窓

口
の

周
知

薬
務

課
保

健
所

継
続

Ⅱ
6

(3
)

　
・
薬

物
依

存
症

家
族

教
室

の
実

施
　

・薬
物

依
存

症
家

族
教

室
の

実
施

　
・薬

物
依

存
症

家
族

教
室

の
実

施
　

・薬
物

依
存

症
家

族
教

室
の

実
施

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

継
続

Ⅱ
6

(4
)

　
「
薬

物
依

存
症

　
家

族
の

た
め

の
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」
を

作
成

し
、

家
族

及
び

関
係

者
等

に
配

布
す

る
と

と
も

に
、

個
別

相
談

及
び

家
族

教
室

を
通

じ
て

依
存

問
題

へ
の

対
応

に
つ

い
て

助
言

を
行

う
。

①
当

事
者

・家
族

・関
係

者
へ

の
教

育
資

材
の

配
布

②
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー
と

共
催

で
家

族
教

室
開

催 ③
家

族
を

対
象

と
す

る
Ｃ

Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｔ

グ
ル

ー
プ

の
開

催

①
当

事
者

・家
族

・関
係

者
へ

の
教

育
資

材
の

配
布

②
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー
と

共
催

で
家

族
教

室
開

催 ③
家

族
を

対
象

と
す

る
Ｃ

Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｔ

グ
ル

ー
プ

の
開

催

①
当

事
者

・家
族

・関
係

者
へ

の
教

育
資

材
の

配
布

②
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー
と

共
催

で
家

族
教

室
開

催 ③
家

族
を

対
象

と
す

る
Ｃ

Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｔ

グ
ル

ー
プ

の
開

催

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

継
続

Ⅱ
6

(5
)

　
「
刑

の
一

部
執

行
猶

予
制

度
」が

に
基

づ
く
、

薬
物

依
存

症
者

（保
護

観
察

者
）及

び
そ

の
家

族
へ

精
神

保
健

福
祉

相
談

や
依

存
症

治
療

へ
の

導
入

を
支

援
す

る
。

薬
物

事
犯

者
へ

の
支

援

①
さ

い
た

ま
保

護
観

察
所

主
催

「薬
物

事
犯

者
処

遇
プ

ロ
グ

ラ
ム

」へ
の

協
力

②
保

護
観

察
所

主
催

「家
族

会
」の

運
営

協
力

③
保

護
司

対
象

研
修

へ
の

協
力

④
薬

物
依

存
問

題
に

係
る

地
域

連
携

会
議

、
埼

玉
社

会
復

帰
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

議
会

へ
の

参
加

①
さ

い
た

ま
保

護
観

察
所

主
催

「薬
物

事
犯

者
処

遇
プ

ロ
グ

ラ
ム

」へ
の

協
力

②
保

護
観

察
所

主
催

「家
族

会
」の

運
営

協
力

③
保

護
司

対
象

研
修

へ
の

協
力

④
薬

物
依

存
問

題
に

係
る

地
域

連
携

会
議

、
埼

玉
社

会
復

帰
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

議
会

へ
の

参
加

①
さ

い
た

ま
保

護
観

察
所

主
催

「薬
物

事
犯

者
処

遇
プ

ロ
グ

ラ
ム

」へ
の

協
力

②
保

護
観

察
所

主
催

「家
族

会
」の

運
営

協
力

③
保

護
司

対
象

研
修

へ
の

協
力

④
薬

物
依

存
問

題
に

係
る

地
域

連
携

会
議

、
埼

玉
社

会
復

帰
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

議
会

へ
の

参
加

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

継
続

Ⅱ
6

(6
)

　
薬

物
依

存
か

ら
の

回
復

の
支

援
に

取
り

組
む

関
係

者
へ

の
研

修
、

技
術

協
力

及
び

情
報

提
供

を
行

う
。

薬
物

相
談

の
円

滑
な

実
施

①
依

存
問

題
へ

の
支

援
者

研
修

の
開

催
②

広
報

誌
へ

の
関

連
記

事
掲

載
、

広
報

媒
体

の
作

成
や

貸
し

出
し

、
講

師
派

遣
の

実
施

③
依

存
症

対
策

連
携

会
議

の
開

催

①
依

存
問

題
へ

の
支

援
者

研
修

の
開

催
②

広
報

誌
へ

の
関

連
記

事
掲

載
、

広
報

媒
体

の
作

成
や

貸
し

出
し

、
講

師
派

遣
の

実
施

③
依

存
症

対
策

連
携

会
議

の
開

催

①
依

存
問

題
へ

の
支

援
者

研
修

の
開

催
②

広
報

誌
へ

の
関

連
記

事
掲

載
、

広
報

媒
体

の
作

成
や

貸
し

出
し

、
講

師
派

遣
の

実
施

③
依

存
症

対
策

連
携

会
議

の
開

催

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

継
続

Ⅲ
7

(1
)

違
法

薬
物

の
取

締
り

の
強

化

　
違

法
薬

物
の

供
給

源
と

な
る

密
輸

・密
売

組
織

の
壊

滅
と

、
需

要
と

な
る

末
端

乱
用

者
の

取
締

り
を

両
輪

に
違

法
薬

物
の

根
絶

を
図

る
。

薬
物

密
輸

・密
売

組
織

の
壊

滅
と

末
端

乱
用

者
の

検
挙

薬
物

密
輸

・密
売

組
織

の
壊

滅
及

び
末

端
乱

用
者

に
対

す
る

取
締

り
の

徹
底

薬
物

密
輸

・密
売

組
織

の
壊

滅
及

び
末

端
乱

用
者

に
対

す
る

取
締

り
の

徹
底

薬
物

密
輸

・密
売

組
織

の
壊

滅
及

び
末

端
乱

用
者

に
対

す
る

取
締

り
の

徹
底

薬
物

銃
器

対
策

課

相
談

希
望

者
が

早
期

に
か

つ
確

実
に

窓
口

に
た

ど
り

着
け

る

相
談

窓
口

の
周

知
徹

底

家
族

及
び

関
係

者
へ

の
支

援

薬
物

相
談

の
円

滑
な

実
施

　
薬

物
乱

用
防

止
の

啓
発

資
材

を
活

用
し

薬
物

相
談

窓
口

を
周

知
す

る
。

　
薬

物
に

関
す

る
情

報
サ

イ
と

連
携

し
相

談
窓

口
を

周
知

す
る

。
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区
分

基
本

目
標

施
策

番
号

N
o.

取
組

取
組

の
概

要
達

成
指

標
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

担
当

課

継
続

Ⅲ
7

(2
)

不
正

大
麻

・け
し

の
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
と

除
去

　
不

正
大

麻
・け

し
撲

滅
運

動
（5

/1
～

6/
30

）
の

実
施

期
間

に
大

麻
・け

し
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
啓

発
を

行
う

。
ま

た
、

大
麻

・け
し

の
発

見
及

び
除

去
を

実
施

す
る

。

自
生

す
る

大
麻

・
け

し
の

悪
用

が
な

い
状

態

・不
正

大
麻

・け
し

撲
滅

運
動

：5
/1

～
6/

30
　

彩
の

国
だ

よ
り

、
埼

玉
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
市

町
村

広
報

誌

・自
生

す
る

大
麻

・け
し

の
抜

去
：随

時

・不
正

大
麻

・け
し

撲
滅

運
動

：5
/1

～
6/

30
　

彩
の

国
だ

よ
り

、
埼

玉
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
市

町
村

広
報

誌

・自
生

す
る

大
麻

・け
し

の
抜

去
：随

時

・不
正

大
麻

・け
し

撲
滅

運
動

：5
/
1～

6/
3
0

　
彩

の
国

だ
よ

り
、

埼
玉

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

市
町

村
広

報
誌

・自
生

す
る

大
麻

・け
し

の
抜

去
：随

時

薬
務

課
、

保
健

所

継
続

Ⅲ
8

(1
)

医
療

機
関

等
へ

の
監

視
指

導
の

徹
底

　
医

療
機

関
等

の
麻

薬
、

向
精

神
薬

及
び

覚
醒

剤
原

料
取

扱
施

設
を

監
視

指
導

す
る

こ
と

に
よ

り
麻

薬
等

の
適

正
な

管
理

の
徹

底
を

指
導

す
る

。

麻
薬

取
扱

施
設

に
由

来
す

る
麻

薬
の

不
正

流
通

が
な

い
状

態
【指

標
】4

,5
0
0件

・麻
薬

等
取

扱
施

設
の

監
視

及
び

不
要

麻
薬

等
の

廃
棄

の
促

進
：通

年
　

監
視

目
標

：4
,5

00
件

・関
東

信
越

厚
生

局
麻

薬
取

締
部

と
の

合
同

監
視

：７
月

・麻
薬

等
取

扱
施

設
の

監
視

及
び

不
要

麻
薬

等
の

廃
棄

の
促

進
：通

年
　

監
視

目
標

：4
,5

00
件

・関
東

信
越

厚
生

局
麻

薬
取

締
部

と
の

合
同

監
視

：７
月

・麻
薬

等
取

扱
施

設
の

監
視

及
び

不
要

麻
薬

等
の

廃
棄

の
促

進
：通

年
　

監
視

目
標

：4
,5

00
件

・関
東

信
越

厚
生

局
麻

薬
取

締
部

と
の

合
同

監
視

：７
月

薬
務

課
、

保
健

所

継
続

Ⅲ
8

(2
)

医
療

用
麻

薬
等

の
適

正
使

用

　
医

療
用

の
麻

薬
や

覚
醒

剤
原

料
等

の
適

正
使

用
に

つ
い

て
、

保
健

所
に

よ
る

麻
薬

取
扱

者
の

免
許

手
続

き
時

等
に

指
導

を
行

う
。

　
麻

薬
卸

売
業

者
の

関
係

団
体

を
通

じ
て

働
き

か
け

を
行

う
。

麻
薬

取
扱

施
設

に
お

け
る

事
故

・違
反

の
未

然
防

止

・保
健

所
に

よ
る

麻
薬

取
扱

者
免

許
事

務
及

び
麻

薬
取

扱
施

設
の

監
視

時
の

指
導

：通
年

・麻
薬

取
扱

施
設

へ
の

一
斉

通
知

：1
0月

・医
療

用
麻

薬
関

係
の

研
修

会
へ

の
講

師
派

遣
：随

時

・保
健

所
に

よ
る

麻
薬

取
扱

者
免

許
事

務
及

び
麻

薬
取

扱
施

設
の

監
視

時
の

指
導

：通
年

・麻
薬

取
扱

施
設

へ
の

一
斉

通
知

：1
0月

・医
療

用
麻

薬
関

係
の

研
修

会
へ

の
講

師
派

遣
：随

時

・保
健

所
に

よ
る

麻
薬

取
扱

者
免

許
事

務
及

び
麻

薬
取

扱
施

設
の

監
視

時
の

指
導

：通
年

・麻
薬

取
扱

施
設

へ
の

一
斉

通
知

：1
0
月

・医
療

用
麻

薬
関

係
の

研
修

会
へ

の
講

師
派

遣
：随

時

薬
務

課
、

保
健

所

継
続

Ⅲ
8

(3
)

麻
薬

処
方

箋
の

偽
造

等
へ

の
注

意
喚

起

　
処

方
せ

ん
の

偽
造

又
は

変
造

に
よ

る
向

精
神

薬
等

の
不

正
入

手
を

防
止

す
る

た
め

、
薬

局
へ

注
意

喚
起

を
行

う
。

偽
造

・変
造

処
方

せ
ん

に
よ

る
向

精
神

薬
等

の
不

正
入

手
の

防
止

・県
薬

剤
師

会
を

通
じ

て
注

意
喚

起
・薬

局
の

開
設

許
可

時
、

立
入

検
査

時
等

で
の

注
意

喚
起

・発
生

時
に

県
薬

剤
師

会
と

情
報

共
有

し
、

被
害

の
拡

大
を

防
止

・県
薬

剤
師

会
を

通
じ

て
注

意
喚

起
・薬

局
の

開
設

許
可

時
、

立
入

検
査

時
等

で
の

注
意

喚
起

・発
生

時
に

県
薬

剤
師

会
と

情
報

共
有

し
、

被
害

の
拡

大
を

防
止

・県
薬

剤
師

会
を

通
じ

て
注

意
喚

起
・薬

局
の

開
設

許
可

時
、

立
入

検
査

時
等

で
の

注
意

喚
起

・発
生

時
に

県
薬

剤
師

会
と

情
報

共
有

し
、

被
害

の
拡

大
を

防
止

薬
務

課

継
続

Ⅲ
9

(1
)

　
法

規
制

の
及

ん
で

い
な

い
精

神
毒

性
の

あ
る

薬
物

を
「埼

玉
県

薬
物

の
濫

用
の

防
止

に
関

す
る

条
例

」に
基

づ
き

知
事

指
定

薬
物

に
指

定
す

る
こ

と
に

よ
り

製
造

、
栽

培
、

販
売

、
授

与
、

所
持

、
使

用
及

び
使

用
す

る
場

所
の

提
供

・あ
っ

せ
ん

を
規

制
す

る
。

　
知

事
指

定
薬

物
を

取
り

扱
う

場
所

等
に

薬
事

監
視

員
と

警
察

職
員

が
立

入
調

査
を

行
う

。

危
険

ド
ラ

ッ
グ

の
流

通
を

な
く
す

・他
地

方
公

共
団

体
か

ら
の

情
報

収
集

：随
時

・埼
玉

県
地

方
薬

事
審

議
会

へ
の

諮
問

：随
時

・知
事

指
定

薬
物

の
指

定
及

び
広

報
：随

時
・知

事
指

定
薬

物
の

取
扱

い
が

疑
わ

れ
る

施
設

等
へ

の
監

視
指

導
：随

時

・他
地

方
公

共
団

体
か

ら
の

情
報

収
集

：随
時

・埼
玉

県
地

方
薬

事
審

議
会

へ
の

諮
問

：随
時

・知
事

指
定

薬
物

の
指

定
及

び
広

報
：随

時
・知

事
指

定
薬

物
の

取
扱

い
が

疑
わ

れ
る

施
設

等
へ

の
監

視
指

導
：随

時

・他
地

方
公

共
団

体
か

ら
の

情
報

収
集

：随
時

・埼
玉

県
地

方
薬

事
審

議
会

へ
の

諮
問

：随
時

・知
事

指
定

薬
物

の
指

定
及

び
広

報
：随

時
・知

事
指

定
薬

物
の

取
扱

い
が

疑
わ

れ
る

施
設

等
へ

の
監

視
指

導
：随

時

薬
務

課
薬

物
銃

器
対

策
課

継
続

Ⅲ
9

(2
)

　
多

様
化

す
る

乱
用

薬
物

の
販

売
店

舗
の

情
報

を
収

集
す

る
と

と
も

に
、

販
売

が
疑

わ
れ

る
店

舗
の

監
視

指
導

を
行

い
、

こ
れ

ら
の

店
舗

を
排

除
す

る
。

乱
用

薬
物

の
販

売
店

舗
【指

標
】0

件
の

維
持

・通
報

窓
口

の
周

知
に

よ
る

乱
用

薬
物

販
売

店
舗

の
情

報
収

集
：随

時

・乱
用

薬
物

の
販

売
が

疑
わ

れ
る

店
舗

の
調

査
：随

時

・乱
用

薬
物

の
販

売
が

認
め

ら
れ

た
店

舗
の

排
除

：随
時

・通
報

窓
口

の
周

知
に

よ
る

乱
用

薬
物

販
売

店
舗

の
情

報
収

集
：随

時

・乱
用

薬
物

の
販

売
が

疑
わ

れ
る

店
舗

の
調

査
：随

時

・乱
用

薬
物

の
販

売
が

認
め

ら
れ

た
店

舗
の

排
除

：随
時

・通
報

窓
口

の
周

知
に

よ
る

乱
用

薬
物

販
売

店
舗

の
情

報
収

集
：随

時

・乱
用

薬
物

の
販

売
が

疑
わ

れ
る

店
舗

の
調

査
：随

時

・乱
用

薬
物

の
販

売
が

認
め

ら
れ

た
店

舗
の

排
除

：随
時

薬
務

課
薬

物
銃

器
対

策
課
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区
分

基
本

目
標

施
策

番
号

N
o.

取
組

取
組

の
概

要
達

成
指

標
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

担
当

課

継
続

Ⅲ
9

(3
)

　
危

険
ド

ラ
ッ

グ
等

の
乱

用
薬

物
に

係
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
広

告
を

監
視

し
、

発
見

し
た

サ
イ

ト
に

つ
い

て
販

売
・広

告
の

中
止

の
警

告
及

び
プ

ロ
バ

イ
ダ

等
に

対
す

る
削

除
要

請
を

行
い

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

危
険

ド
ラ

ッ
グ

販
売

サ
イ

ト
を

排
除

す
る

。

乱
用

薬
物

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

販
売

サ
イ

ト
【指

標
】0

件
の

維
持

・イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

イ
ト

の
監

視
：通

年
　

目
標

：1
,0

00
サ

イ
ト

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
の

乱
用

薬
物

販
売

サ
イ

ト
へ

の
販

売
・広

告
の

中
止

の
警

告
及

び
プ

ロ
バ

イ
ダ

へ
の

削
除

要
請

：随
時

・イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

イ
ト

の
監

視
：通

年
　

目
標

：1
,0

00
サ

イ
ト

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
の

乱
用

薬
物

販
売

サ
イ

ト
へ

の
販

売
・広

告
の

中
止

の
警

告
及

び
プ

ロ
バ

イ
ダ

へ
の

削
除

要
請

：随
時

・イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

イ
ト

の
監

視
：通

年
　

目
標

：1
,0

00
サ

イ
ト

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
の

乱
用

薬
物

販
売

サ
イ

ト
へ

の
販

売
・広

告
の

中
止

の
警

告
及

び
プ

ロ
バ

イ
ダ

へ
の

削
除

要
請

：随
時

薬
務

課

継
続

Ⅲ
9

(4
)

　
危

険
ド

ラ
ッ

グ
等

の
乱

用
薬

物
の

デ
リ

バ
リ

ー
販

売
に

つ
い

て
実

態
把

握
及

び
監

視
指

導
を

行
い

、
デ

リ
バ

リ
ー

販
売

の
撲

滅
を

図
る

。

乱
用

薬
物

の
デ

リ
バ

リ
ー

販
売

の
撲

滅

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
の

乱
用

薬
物

の
デ

リ
バ

リ
ー

販
売

の
実

態
把

握
：通

年
　 ・特

定
し

た
危

険
ド

ラ
ッ

グ
等

の
乱

用
薬

物
の

デ
リ

バ
リ

ー
販

売
業

者
へ

の
監

視
指

導
：随

時

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
の

乱
用

薬
物

の
デ

リ
バ

リ
ー

販
売

の
実

態
把

握
：通

年
　 ・特

定
し

た
危

険
ド

ラ
ッ

グ
等

の
乱

用
薬

物
の

デ
リ

バ
リ

ー
販

売
業

者
へ

の
監

視
指

導
：随

時

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

等
の

乱
用

薬
物

の
デ

リ
バ

リ
ー

販
売

の
実

態
把

握
：通

年
　 ・特

定
し

た
危

険
ド

ラ
ッ

グ
等

の
乱

用
薬

物
の

デ
リ

バ
リ

ー
販

売
業

者
へ

の
監

視
指

導
：
随

時

薬
務

課
薬

物
銃

器
対

策
課

継
続

Ⅲ
9

(5
)

　
不

動
産

関
係

団
体

の
協

力
に

よ
り

危
険

ド
ラ

ッ
グ

販
売

店
の

出
店

を
未

然
に

防
止

す
る

。

乱
用

薬
物

の
販

売
店

舗
【指

標
】0

件
の

維
持

・情
報

収
集

及
び

提
供

：通
年

・研
修

会
等

で
の

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

：随
時

・情
報

収
集

及
び

提
供

：通
年

・研
修

会
等

で
の

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

：随
時

・情
報

収
集

及
び

提
供

：
通

年

・研
修

会
等

で
の

薬
物

乱
用

防
止

啓
発

：随
時

薬
務

課

継
続

Ⅲ
9

(6
)

　
危

険
ド

ラ
ッ

グ
の

買
上

検
査

を
行

い
、

法
又

は
条

例
で

規
制

さ
れ

て
い

る
薬

物
が

検
出

さ
れ

た
場

合
は

販
売

業
者

等
を

検
挙

す
る

と
と

も
に

、
検

査
結

果
を

公
表

し
県

民
の

健
康

被
害

等
の

発
生

を
防

止
す

る
。

　
未

規
制

の
薬

物
を

検
出

し
た

場
合

は
、

国
及

び
他

の
地

方
公

共
団

体
と

連
携

し
て

調
査

研
究

を
行

い
、

新
た

な
規

制
の

対
象

と
す

る
。

危
険

ド
ラ

ッ
グ

の
買

上
検

査
【指

標
】5

0検
体

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

の
買

上
検

査
の

実
施

：通
年

　
目

標
：5

0検
体

　 ・法
令

に
違

反
す

る
薬

物
の

取
扱

者
へ

の
措

置
及

び
製

品
の

公
表

：随
時

・未
規

制
の

薬
物

を
検

出
し

た
場

合
の

調
査

研
究

並
び

に
国

及
び

他
の

地
方

公
共

団
体

と
の

連
携

：随
時

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

の
買

上
検

査
の

実
施

：通
年

　
目

標
：5

0検
体

　 ・法
令

に
違

反
す

る
薬

物
の

取
扱

者
へ

の
措

置
及

び
製

品
の

公
表

：随
時

・未
規

制
の

薬
物

を
検

出
し

た
場

合
の

調
査

研
究

並
び

に
国

及
び

他
の

地
方

公
共

団
体

と
の

連
携

：随
時

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

の
買

上
検

査
の

実
施

：
通

年
　

目
標

：5
0検

体
　 ・法

令
に

違
反

す
る

薬
物

の
取

扱
者

へ
の

措
置

及
び

製
品

の
公

表
：随

時

・未
規

制
の

薬
物

を
検

出
し

た
場

合
の

調
査

研
究

並
び

に
国

及
び

他
の

地
方

公
共

団
体

と
の

連
携

：随
時

薬
務

課
、

衛
生

研
究

所

継
続

Ⅲ
9

(7
)

　
薬

物
に

関
す

る
調

査
研

究
及

び
情

報
収

集
を

行
う

。
　

最
新

の
薬

物
の

標
準

品
を

確
保

し
危

険
ド

ラ
ッ

グ
の

検
査

を
迅

速
に

行
う

。

　
危

険
ド

ラ
ッ

グ
の

成
分

と
な

り
う

る
標

準
品

（検
査

・分
析

の
た

め
に

必
要

な
比

較
標

本
）の

確
保 【指

標
】2

80
種

類

・他
の

研
究

機
関

と
の

情
報

共
有

：随
時

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

の
成

分
と

な
り

う
る

物
質

と
し

て
確

保
す

る
標

準
品

の
種

類
：

　
26

0種
類

・他
の

研
究

機
関

と
の

情
報

共
有

：随
時

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

の
成

分
と

な
り

う
る

物
質

と
し

て
確

保
す

る
標

準
品

の
種

類
：

27
0種

類

・他
の

研
究

機
関

と
の

情
報

共
有

：随
時

・危
険

ド
ラ

ッ
グ

の
成

分
と

な
り

う
る

物
質

と
し

て
確

保
す

る
標

準
品

の
種

類
：

　
28

0種
類

衛
生

研
究

所
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条   例  

 
埼 玉 県 条 例 第 十 九 号  

  埼 玉 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例  

目 次  

 第 一 章  総 則 （ 第 一 条 ― 第 五 条 ）  

 第 二 章  薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 基 本 的 な 施 策 （ 第 六 条 ― 第 十 条 ）  

 第 三 章  薬 物 の 濫 用 の 防 止 の た め の 規 制 （ 第 十 一 条 ― 第 十 八 条 ）  

 第 四 章  雑 則 （ 第 十 九 条 ）  

 第 五 章  罰 則 （ 第 二 十 条 ― 第 二 十 五 条 ）  

 附 則  

   第 一 章  総 則  

 （ 目 的 ）  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 薬 物 の 濫 用 に よ る 被 害 が 深 刻 化 し て い る 状 況 を 踏 ま え 、 薬 物

の 濫 用 の 防 止 に 関 し 、 県 等 の 責 務 を 明 ら か に し 、 基 本 的 な 施 策 及 び 薬 物 の 依 存 症

か ら の 患 者 の 回 復 の 支 援 の た め の 施 策 を 定 め る と と も に 、 薬 物 の 製 造 、 販 売 等 の

規 制 を 行 う こ と に よ り 、 薬 物 の 濫 用 に よ る 危 害 か ら 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 確 保

し 、 も っ て 県 民 が 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的

と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 二 条  こ の 条 例 に お い て 「 薬 物 」 と は 、 次 に 掲 げ る 物 を い う 。  

 一  大 麻 取 締 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 二 十 四 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 大 麻  

 二  覚 醒 剤 取 締 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 五 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る

覚 醒 剤 及 び 同 条 第 五 項 に 規 定 す る 覚 醒 剤 原 料  

 三  麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 八 年 法 律 第 十 四 号 ） 第 二 条 第 一 号 に 規 定

す る 麻 薬 、 同 条 第 四 号 に 規 定 す る 麻 薬 原 料 植 物 及 び 同 条 第 六 号 に 規 定 す る 向 精

神 薬  

 四  あ へ ん 法 （ 昭 和 二 十 九 年 法 律 第 七 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 号 に 規 定 す る け し 、 同

条 第 二 号 に 規 定 す る あ へ ん 及 び 同 条 第 三 号 に 規 定 す る け し が ら  

 五  毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 年 政 令 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 三 十 二 条 の

二 に 規 定 す る 物  

 六  医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和

三 十 五 年 法 律 第 百 四 十 五 号 。 第 十 三 条 第 二 項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 条

第 十 五 項 に 規 定 す る 指 定 薬 物    
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 七  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 中 枢 神 経 系 の 興 奮 若 し く は 抑 制 又 は 幻 覚 の 作 用  

（ 当 該 作 用 の 維 持 又 は 強 化 の 作 用 を 含 む 。 第 十 一 条 第 一 項 に お い て 「 精 神 毒 性 」

と い う 。 ） を 有 す る 蓋 然 性 が 高 く 、 か つ 、 人 の 身 体 に 使 用 さ れ た 場 合 に 保 健 衛

生 上 の 危 害 が 発 生 す る お そ れ が あ る と 認 め ら れ る 物  

 （ 県 の 責 務 ）  

第 三 条  県 は 、 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る 責 務

を 有 す る 。  

２  県 は 、 前 項 の 施 策 の 推 進 に 当 た っ て は 、 国 及 び 他 の 地 方 公 共 団 体 並 び に 薬 物 の

濫 用 の 防 止 を 目 的 と す る 団 体 と の 連 携 協 力 を 図 る も の と す る 。  

 （ 県 民 の 責 務 ）  

第 四 条  県 民 は 、 薬 物 の 危 険 性 に 関 す る 知 識 と 理 解 を 深 め 、 薬 物 の 濫 用 を 防 止 す る

よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

２  県 民 は 、 県 が 実 施 す る 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る と

と も に 、 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 資 す る と 認 め ら れ る 情 報 を 得 た と き は 、 県 に 対 し 、

当 該 情 報 を 提 供 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 不 動 産 業 を 営 む 者 等 の 責 務 ）  

第 五 条  不 動 産 業 を 営 む 者 又 は 不 動 産 業 を 営 む 者 を 主 た る 構 成 員 と す る 団 体 は 、 県

が 実 施 す る 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め る と と も に 、 薬 物

の 濫 用 に 係 る 不 動 産 の 利 用 の 防 止 に 資 す る 取 組 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な

い 。  

   第 二 章  薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 基 本 的 な 施 策  

 （ 推 進 体 制 の 整 備 等 ）  

第 六 条  県 は 、 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る た め

に 必 要 な 体 制 を 整 備 す る も の と す る 。  

２  知 事 及 び 公 安 委 員 会 は 、 相 互 に 連 携 協 力 を 図 り な が ら 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す

る 調 査 、 指 導 そ の 他 の 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

 （ 調 査 研 究 等 ）  

第 七 条  県 は 、 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 施 策 を 最 新 の 科 学 的 知 見 に 基 づ き 適 切 に

実 施 す る た め 、 薬 物 に 関 す る 調 査 研 究 を 行 う と と も に 、 薬 物 に 係 る 試 験 及 び 検 査

に 関 す る 研 究 及 び 技 術 開 発 を 推 進 し 、 並 び に そ れ ら の 成 果 の 普 及 を 図 る も の と す

る 。  

２  県 は 、 薬 物 に 関 す る 調 査 研 究 並 び に 薬 物 に 係 る 試 験 及 び 検 査 に つ い て 、 国 、 他  

の 地 方 公 共 団 体 そ の 他 薬 物 に 関 す る 研 究 機 関 に 対 し 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。

（ 情 報 の 収 集 及 び 提 供 等 ）  
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第 八 条  県 は 、 薬 物 の 濫 用 に よ る 危 害 か ら 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 確 保 す る た め 、 薬

物 に 関 す る 情 報 に つ い て 、 収 集 及 び 整 理 を 行 う と と も に 、 最 新 の 科 学 的 知 見 に 基  
づ く 分 析 及 び 評 価 を 行 う も の と す る 。  

２  県 は 、 薬 物 に 関 す る 情 報 に つ い て 、 国 、 他 の 地 方 公 共 団 体 そ の 他 薬 物 に 関 す る

研 究 機 関 に 対 し 、 そ の 提 供 を 求 め る こ と が で き る 。  

３  県 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 情 報 の 分 析 及 び 評 価 の 結 果 に つ い て 、 薬 物 の 濫 用 の

防 止 に 関 す る 施 策 及 び 薬 物 の 製 造 、 販 売 等 の 規 制 に 的 確 に 反 映 さ せ る も の と す

る 。  

４  県 は 、 薬 物 の 濫 用 に よ る 危 害 か ら 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 確 保 す る た め 、 県 民 に

対 し 、 必 要 な 情 報 を 提 供 す る も の と す る 。  

 （ 教 育 及 び 学 習 の 推 進 ）  

第 九 条  県 は 、 県 民 が 薬 物 の 危 険 性 に 関 す る 正 し い 知 識 に 基 づ き 行 動 す る こ と が で

き る よ う 、 教 育 及 び 学 習 の 推 進 に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

 （ 薬 物 の 依 存 症 か ら の 回 復 支 援 ）  

第 十 条  県 は 、 薬 物 の 依 存 症 か ら の 患 者 の 回 復 に 資 す る た め 、 医 療 機 関 そ の 他 の 関

係 機 関 及 び 薬 物 の 濫 用 の 防 止 を 目 的 と す る 団 体 と の 連 携 を 図 る と と も に 、 相 談 体

制 及 び 専 門 的 な 治 療 等 に 関 す る 体 制 の 整 備 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と

す る 。  

   第 三 章  薬 物 の 濫 用 の 防 止 の た め の 規 制  

 （ 知 事 指 定 薬 物 の 指 定 ）  

第 十 一 条  知 事 は 、 第 二 条 第 七 号 に 掲 げ る 薬 物 の う ち 、 県 の 区 域 内 に お い て 現 に 濫

用 さ れ 、 又 は 濫 用 さ れ る お そ れ が あ り 、 か つ 、 最 新 の 科 学 的 知 見 に 基 づ き 精 神 毒

性 を 有 す る と 認 め ら れ る も の を 知 事 指 定 薬 物 と し て 指 定 す る こ と が で き る 。  

２  知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 指 定 を し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 埼 玉 県 地

方 薬 事 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 確

保 す る た め 緊 急 を 要 す る 場 合 で 、 あ ら か じ め 埼 玉 県 地 方 薬 事 審 議 会 の 意 見 を 聴 く

い と ま が な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

３  前 項 た だ し 書 の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 を 行 っ た 後 、

速 や か に 、 そ の 旨 を 埼 玉 県 地 方 薬 事 審 議 会 に 報 告 す る も の と す る 。  

４  第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 は 、 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 告 示 す る こ

と に よ り 行 う も の と す る 。  

 （ 知 事 指 定 薬 物 の 指 定 の 失 効 等 ）  
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第 十 二 条  前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 は 、 知 事 指 定 薬 物 が 第 二 条 第 一 号 か ら 第 六  

号 ま で に 掲 げ る 薬 物 に 指 定 さ れ 、 又 は 該 当 す る に 至 っ た と き は 、 そ の 効 力 を 失 う  
も の と す る 。  

２  知 事 は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 の 必 要 が な く な っ た と 認 め る と き は 、 当  

該 指 定 を 解 除 し な け れ ば な ら な い 。  

３  前 条 第 四 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 解 除 に つ い て 準 用 す る 。  

４  知 事 指 定 薬 物 に 関 し て 適 用 さ れ る 罰 則 の 規 定 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 知 事 指 定

薬 物 の 指 定 の 効 力 が 失 わ れ る 前 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 知 事 指 定 薬 物 の 指 定 を

解 除 す る 前 に し た 行 為 に つ い て も 、 こ れ を 適 用 す る 。  

 （ 製 造 等 の 禁 止 ）  

第 十 三 条  何 人 も 、 次 に 掲 げ る 行 為 を し て は な ら な い 。 た だ し 、 第 一 号 か ら 第 四 号

ま で に 掲 げ る 行 為 に つ い て は 、 正 当 な 理 由 が あ る 場 合 と し て 規 則 で 定 め る 場 合

は 、 こ の 限 り で な い 。  

 一  知 事 指 定 薬 物 （ 知 事 指 定 薬 物 を 含 有 す る 物 又 は 植 物 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） を

製 造 し 、 又 は 栽 培 す る こ と 。  

 二  知 事 指 定 薬 物 を 販 売 し 、 授 与 し 、 又 は 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で 所 持 す る こ

と （ 県 の 区 域 外 に お け る 販 売 又 は 授 与 の 目 的 で 所 持 す る 場 合 を 含 む 。 ） 。  

 三  知 事 指 定 薬 物 を 販 売 又 は 授 与 の 目 的 で 広 告 す る こ と 。  

 四  知 事 指 定 薬 物 を 所 持 （ 販 売 又 は 授 与 の 目 的 に よ る 所 持 を 除 く 。 ） し 、 購 入 し 、

若 し く は 譲 り 受 け 、 又 は 使 用 す る こ と 。  

 五  知 事 指 定 薬 物 を み だ り に 使 用 す る こ と を 知 っ て 、 そ の 場 所 を 提 供 し 、 又 は あ

っ せ ん す る こ と 。  

２  前 項 の 規 定 は 、 法 第 七 十 六 条 の 六 第 二 項 の 規 定 に よ る 命 令 を 受 け た 者 に 係 る 物

品 に つ い て は 同 項 に 規 定 す る 間 、 法 第 七 十 六 条 の 七 の 二 第 二 項 の 規 定 に よ る 命 令

を 受 け た 者 に 係 る 物 品 に つ い て は 同 項 に 規 定 す る 間 、 こ れ ら の 命 令 に 係 る 行 為 に

つ い て 、 適 用 し な い 。  

 （ 立 入 調 査 等 ）  

第 十 四 条  知 事 は 、 こ の 条 例 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 そ の 指 定 す る 職 員 に 、

知 事 指 定 薬 物 又 は こ れ に 該 当 す る 疑 い が あ る 物 （ 以 下 こ の 項 、 次 項 及 び 第 二 十 四

条 に お い て 「 知 事 指 定 薬 物 等 」 と い う 。 ） を 業 務 上 取 り 扱 う 場 所 そ の 他 必 要 な 場

所 に 立 ち 入 り 、 調 査 さ せ 、 若 し く は 関 係 者 に 質 問 さ せ 、 又 は 試 験 の た め 必 要 な 最

少 分 量 に 限 り 知 事 指 定 薬 物 等 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。  

２  公 安 委 員 会 は 、 こ の 条 例 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め

る 警 察 職 員 に 、 知 事 指 定 薬 物 等 を 業 務 上 取 り 扱 う 場 所 そ の 他 必 要 な 場 所 に 立 ち 入
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り 、 調 査 さ せ 、 又 は 関 係 者 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。  

３  前 二 項 の 規 定 に よ り 立 入 調 査 を 行 う 職 員 は 、 規 則 又 は 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め る

そ の 身 分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 者 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。  

４  第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解

釈 し て は な ら な い 。  

 （ 警 告 ）  

第 十 五 条  知 事 は 、 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反 し た 者 に 対 し 、 必 要 な 警 告 を 発 す

る こ と が で き る 。  

２  第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反 し た 者 が 、 法 人 の 代 表 者 又 は 法 人 若 し く は 人 の 代

理 人 、 使 用 人 そ の 他 の 従 業 者 で あ る と き は 、 そ の 法 人 又 は 人 の 業 務 に 関 し て は 、

そ の 法 人 又 は 人 に 対 し て も 、 前 項 の 規 定 に よ る 警 告 を 発 す る こ と が で き る 。  

３  第 一 項 の 警 告 は 、 規 則 で 定 め る 様 式 に よ る 警 告 書 を 交 付 し て 行 う も の と す る 。  

 （ 製 造 中 止 等 の 命 令 ）  

第 十 六 条  知 事 は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 警 告 に 従 わ な い 者 に 対 し 、 そ の 者 が 行

う 第 十 三 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 行 為 の 中 止 （ 次 項 に お い て 「 知 事 指 定 薬 物 の 製 造

等 の 中 止 」 と い う 。 ） を 命 じ 、 又 は 知 事 指 定 薬 物 の 回 収 若 し く は 廃 棄 そ の 他 必 要

な 措 置 を 採 る べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。  

２  知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反

し た 者 に 対 し 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 警 告 を 発 す る こ と な く 、 知 事 指 定 薬 物 の

製 造 等 の 中 止 を 命 じ 、 又 は 知 事 指 定 薬 物 の 回 収 若 し く は 廃 棄 そ の 他 必 要 な 措 置 を

採 る べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。  

 一  県 民 の 健 康 及 び 安 全 を 確 保 す る た め 緊 急 を 要 す る 場 合 で 、 前 条 第 一 項 の 規 定

に よ る 警 告 を 発 す る い と ま が な い と き 。  

 二  第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反 し た 者 が 、 過 去 三 年 以 内 に 前 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る 警 告 を 受 け た こ と が あ る と き 。  

 （ 緊 急 時 の 勧 告 ）  

第 十 七 条  知 事 は 、 第 二 条 第 七 号 に 掲 げ る 薬 物 の 濫 用 に よ り 県 民 の 健 康 等 に 重 大 な

被 害 が 生 じ 、 又 は 生 じ る 蓋 然 性 が 高 い と 認 め る と き は 、 第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り 当 該 薬 物 を 知 事 指 定 薬 物 と し て 指 定 す る 前 に 、 当 該 薬 物 （ 当 該 薬 物 を 含 有 す

る 物 又 は 植 物 を 含 む 。 以 下 こ の 項 及 び 次 条 第 二 項 に お い て 「 勧 告 対 象 薬 物 」 と い

う 。 ） を 製 造 し 、 栽 培 し 、 販 売 し 、 授 与 し 、 所 持 し 、 販 売 若 し く は 授 与 の 目 的 で

広 告 し 、 購 入 し 、 譲 り 受 け 、 又 は 使 用 す る 者 に 対 し 、 そ の 行 為 を 中 止 し 、 又 は 勧

告 対 象 薬 物 の 回 収 若 し く は 廃 棄 そ の 他 必 要 な 措 置 を 採 る べ き こ と を 勧 告 す る こ

と が で き る 。  
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２  知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を し た と き は 、 速 や か に そ の 旨 を 公 表 す る も の

と す る 。  

 （ 公 安 委 員 会 の 要 請 ）  

第 十 八 条  公 安 委 員 会 は 、 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反 す る 行 為 を 発 見 し た と き は 、

公 安 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 知 事 に 必 要 な 措 置 を 講 ず べ き こ と を 要 請

す る こ と が で き る 。  

２  公 安 委 員 会 は 、 勧 告 対 象 薬 物 の 濫 用 に よ り 県 民 の 健 康 等 に 重 大 な 被 害 が 生 じ 、

又 は 生 じ る お そ れ が あ る と 判 断 し た と き は 、 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ

り 、 知 事 に 勧 告 等 必 要 な 措 置 を 講 ず べ き こ と を 要 請 す る こ と が で き る 。  

   第 四 章  雑 則  

 （ 委 任 ）  

第 十 九 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規

則 で 定 め る 。  

   第 五 章  罰 則  

 （ 罰 則 ）  

第 二 十 条  第 十 六 条 の 規 定 に よ る 命 令 （ 第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 又 は 第 二 号 に 掲 げ る

行 為 に 係 る も の に 限 る 。 ） に 違 反 し た 者 は 、 二 年 以 下 の 懲 役 又 は 百 万 円 以 下 の 罰

金 に 処 す る 。  

第 二 十 一 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 一 年 以 下 の 懲 役 又 は 五 十 万 円 以

下 の 罰 金 に 処 す る 。  

 一  第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 又 は 第 二 号 の 規 定 に 違 反 し て こ れ ら の 規 定 に 掲 げ る 行

為 を し た 者  

 二  第 十 六 条 の 規 定 に よ る 命 令 （ 第 十 三 条 第 一 項 第 三 号 又 は 第 四 号 に 掲 げ る 行 為

に 係 る も の に 限 る 。 ） に 違 反 し た 者  

第 二 十 二 条  第 十 三 条 第 一 項 第 三 号 又 は 第 四 号 の 規 定 に 違 反 し て こ れ ら の 規 定 に 掲

げ る 行 為 を し た 者 は 、 六 月 以 下 の 懲 役 又 は 三 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。  

第 二 十 三 条  第 十 六 条 の 規 定 に よ る 命 令 （ 第 十 三 条 第 一 項 第 五 号 に 掲 げ る 行 為 に 係

る も の に 限 る 。 ） に 違 反 し た 者 は 、 三 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。  

第 二 十 四 条  第 十 四 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ る 立 入 調 査 を 拒 み 、 妨 げ 、

若 し く は 忌 避 し 、 同 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ る 質 問 に 対 し て 陳 述 を せ

ず 、 若 し く は 虚 偽 の 陳 述 を し 、 又 は 同 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 知 事 指 定 薬 物 等 の 提

出 の 要 求 に 応 じ な か っ た 者 は 、 二 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。  

 （ 両 罰 規 定 ）  

第 二 十 五 条  法 人 の 代 表 者 又 は 法 人 若 し く は 人 の 代 理 人 、 使 用 人 そ の 他 の 従 業 者 が 、
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そ の 法 人 又 は 人 の 業 務 に 関 し 、 第 二 十 条 か ら 前 条 ま で の 違 反 行 為 を し た と き は 、

行 為 者 を 罰 す る ほ か 、 そ の 法 人 又 は 人 に 対 し て 、 各 本 条 の 罰 金 刑 を 科 す る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 三 条 、 第 十 五 条 、

第 十 六 条 、 第 十 八 条 第 一 項 及 び 第 五 章 の 規 定 は 、 平 成 二 十 七 年 五 月 一 日 か ら 施 行 す

る 。  

   附  則 （ 令 和 二 年 二 月 七 日 条 例 第 三 号 ）  

こ の 条 例 は 、 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法

律 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 元 年 法 律 第 六 十 三 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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埼玉県薬物乱用対策推進会議設置要綱 

 

 （目 的） 

第１条 麻薬、覚醒剤等薬物乱用対策に関し、関係行政機関の事務の緊密な連絡を図る

とともに、その対策を総合的かつ効果的に推進するため、埼玉県薬物乱用対策推進会

議（以下「会議」という。）を置く。 

 

 （所掌事項） 

第２条 会議は、次の事項を所掌する。 

 (1) 薬物乱用対策推進の総合企画及び調整に関すること。 

 (2)  薬物乱用防止についての啓発及び広報並びに指導に関すること。 

 (3)  薬物事犯の取締りの強化、薬物による中毒者の医療、更生、保護に関すること。 

 (4)  その他関係行政機関等の連絡調整及び情報交換に関すること。 

 

 （組 織） 

第３条 会議は、次に掲げる者をもって組織する。 

 (1)  議 長   １人 

 (2)  副議長   １人 

 (3)  委 員  ２６人以内 

 

 （役 員   ） 

第４条 議長は、保健医療部長をもってあてる。 

２ 議長は、会議の会務を総理し、会議を代表する。 

３ 副議長は、保健医療部副部長をもってあてる。 

４ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるときは、その職務を代理する。 

５ 委員は、別表に定める県職員のほか、次に掲げる者のうちから議長が就任依頼し承

諾を得た者をもってあてる。 

(1)  学識経験を有する者 

 (2)  関係行政機関の職員 

 (3)  関係団体の代表者 

 (4)  その他適当と認める者  

６ 前項に定める者のうち、就任の承諾を得た委員の任期は、２年とする。ただし、補

欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

 （会 議   ） 

第５条 会議は、議長が招集する。 

２ 委員が会議に出席できない場合は、それに代わる有識者又は行政機関の職員等を代

理に出席させることができる。 

３ 会議は、原則として公開とする。 
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 （事務局の設置） 

第６条 会議の事務を処理するため、事務局を置き、次の者をもって組織する。 

(1)  事務局長  １人 

 (2)  書 記      若干名 

 

 （事務局の職員） 

第７条 事務局長は、保健医療部薬務課副課長をもってあてる。 

２ 書記は、保健医療部薬務課の職員をもってあてる。 

 

 （委任規定） 

第８条 この規程に定めるもののほか、会議の議事、その他会議の運営に関し必要な事

項は、議長が定める。 

 

 

   附 則 

 この要綱は、平成２３年６月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この要綱は、平成２７年４月１７日から施行する。 

 

   附 則 

 この要綱は、平成３０年４月２日から施行する。 

 

   附 則 

 この要綱は、令和元年６月１日から施行する。 

 

 

別表 

 埼玉県総務部学事課長 

  〃 県民生活部青少年課長 

  〃 県民生活部防犯・交通安全課長 

  〃 福祉部社会福祉課長 

  〃 保健医療部疾病対策課長 

  〃 保健医療部薬務課長 

 埼玉県立精神保健福祉センター副センター長 

  〃 精神医療センター依存症治療研究部 部長 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課長 

  〃 警察本部生活安全部少年課長 

  〃 警察本部刑事部組織犯罪対策局薬物銃器対策課長 

  〃 警察本部交通部交通総務課長 
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  (敬称略)

所　　属 職　　名 氏　　名

埼玉県保健医療部 部　長 関本　建二

埼玉県保健医療部 副部長 小松原　誠

学識経験者 城西大学薬学部 教授 井上　裕

さいたま地方検察庁 検察官　検事 小島　健太

さいたま保護観察所　処遇部門 統括保護観察官 加藤　由春

さいたま少年鑑別所 次　長 玉井　清一

川越少年刑務所　教育部 首席矯正処遇官 山口　曉

財務省東京税関　調査部特別審理官（第１担当） 特別審理官 酒井　芳樹

厚生労働省関東信越厚生局　麻薬取締部 捜査第二課長 林　篤史

一般社団法人埼玉県医師会 常任理事 丸木　雄一

一般社団法人埼玉県薬剤師会 常務理事 黒澤　章

株式会社テレビ埼玉　報道部 部　長 余野　誠

公益財団法人埼玉県暴力追放・薬物乱用防止センター 専務理事 角屋　良夫

公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会 副会長 奥冨　浩

公益社団法人全日本不動産協会埼玉県本部 本部長 長島　友伸

埼玉県薬物乱用防止指導員連合協議会 会　長 松本　吉郎

総務部学事課 課　長 大久保　修次

県民生活部青少年課 課　長 河原塚 啓史

県民生活部防犯・交通安全課 課　長 横山 竜仁

福祉部社会福祉課 課　長 和泉　芳広 

精神保健福祉センター 副センター長 内田　雅也 

保健医療部疾病対策課 課　長 番場　宏

保健医療部薬務課 課　長 芦村　達哉 

精神医療センター
副病院長　兼

依存症治療研究部長
成瀬 暢也

教育局県立学校部保健体育課 課　長 伊藤　治也

警察本部生活安全部少年課 課　長 村越　俊文

警察本部刑事部組織犯罪対策局　薬物銃器対策課 課　長 正木　浩

警察本部交通部交通総務課 課　長 小倉　悦男

区　　分

議　　 　長 

副　議　長 

任期：令和３年５月３１日まで

 埼玉県薬物乱用対策推進会議委員名簿

委
 
 

員

関　　　係
行政機関

関係団体

埼　玉　県
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用 語 解 説 

行 用 語 解 説 

あ いじめ撲滅・青少年健全育成 

合同キャンペーン 

子供・若者育成支援に関する国民運動の一層の充実や定着を図ることを目的とした「子ど

も・若者育成支援強調月間」（11 月）において、県が関係団体、ボランティア及び高等

学校に協力を呼び掛け実施している、いじめ撲滅をメインテーマとしたキャンペーン。 

か 覚醒剤 覚醒剤取締法（昭和 26年法律第 252号）により規制される薬物（フェニルアミノプロパ

ン（アンフェタミン）、フェニルメチルアミノプロパン（メタンフェタミン））。 

 作用：脳内の神経が活発になり、やる気が出たり、怖いものがないように感じるが、 

    効果が切れると強い疲労感や脱力感に襲われる。乱用すると幻覚や妄想が現れ、 

    覚醒剤精神病になりやすくなる。 

 形状：白色粉末又は無色透明の結晶、錠剤 

 俗称：シャブ、エス、スピード、アイス、氷など 

 覚醒剤原料 覚醒剤取締法第２条第５項の規定により定められている物。 

エフェドリン（10％以下を含有するものを除く）、メチルエフェドリン（10％以下を含有

するものを除く）、セレギリン、デプレニルなど。 

 学校薬剤師 学校保健安全法第 23 条のにより、幼稚園・小学校・中学校・高等学校・高等専門学校・

盲学校・聾学校・養護学校に至るまで、大学を除く国立・公立・私立のすべて学校に委任

又は委嘱され配置されている。 

学校保健委員会の一員として、教室の照度や空気検査 、保健室や理科室の薬品管理、飲

料水やプールの衛生管理、学校における薬、たばこ、薬物乱用等の相談や説明を行い、児

童・生徒の快適な教育環境を維持している。 

 簡易薬物検出検査 保護観察所において、対象者が覚醒剤を使用していないことを示す結果を積み重ねること

により、断薬意志の維持及び促進を図ることを目的に実施される検査。 

覚醒剤の使用を反復する傾向を有する仮釈放者及び保護観察付執行猶予者の同意のもと

で行われる。 

 危険ドラッグ 規制薬物（麻薬、覚醒剤、大麻、向精神薬等）又は指定薬物に化学構造を似せて作られ、

これらと同様の薬利作用を有する物品。規制薬物及び指定薬物を含有しない物品であるこ

とを標榜しながら規制薬物又は指定薬物を含有する物品を含む。 

 作用：多幸感、快感を高める作用や幻覚作用を期待して販売されているが、どのような

成分の薬物が含まれているかわからず、乱用により意識障害や呼吸困難、けいれんを引き

起こし、死亡することもある。 

 形状： 乾燥植物、液体、粉末 

 俗称：合法ハーブ、お香、バスソルト、アロマオイル、研究用試薬など 

 矯正展 全国の刑事施設（刑務所等）の職業訓練等で作られた木工品、洋裁品、金属製品、革工品

等の製品を展示、即売するイベント。 

全国各地で開催され、売上げの一部を犯罪被害者支援団体の活動に助成している。 
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か ＣＲＡＦＴ ＣＲＡＦＴ「Community Reinforcement And Family Training」（コミュニティ強化法と家

族トレーニング）は、飲酒問題や薬物問題に悩む家族のためにアメリカで開発されたプロ

グラムであり、対立を招かずに、治療を勧める方法を学ぶプログラムである。 

ＣＲＡＦＴが目指すものは以下の３つである。 

(1)物質使用者本人の物質使用を減らす 

(2)物質使用者を治療に参加させる 

(3)本人が治療するかどうかに関わらず、相談者(家族)自身の幸福感を高める 

 刑の一部執行猶予制度 裁判所が３年以上の懲役刑や禁錮刑を言い渡す場合に、その刑の一部を執行猶予とするこ

とができる制度。 

再犯率が高い薬物依存者の更生や社会復帰につなげることを目的として、刑期満了前に 

１年～５年の保護観察付き執行猶予期間を設け、この間に保護観察所の指導と地域の医

療、保健衛生、福祉機関等の必要な支援を受けるなど社会内で処遇することにより再犯防

止を図る。 

 向精神薬 麻薬及び向精神薬取締法（昭和28年法律第14号）により規制される薬物（バルビタール、

ジアゼパム等）。 

鎮静剤・催眠剤・精神安定剤等の医薬品として用いられており、服用するには医師の処方

箋が必要である。 

耐性があり、乱用すると薬物依存に陥る。大量摂取により、昏睡・死亡することもある。 

さ 再乱用防止対策プログラム 地方厚生局麻薬取締部において、保護観察処分のつかない執行猶予判決を受けた初犯薬物

乱用者等を対象として実施される、認知行動療法を用いた再乱用防止を促すための体系化

された手順。 

 指定薬物 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和 35 年法律第

145号）で規制されている薬物（主に危険ドラッグに用いられている成分）。 

麻薬・覚醒剤・大麻などに似た化学構造を持ち、人体に対しこれらと同等以上の悪影響を

もたらす。平成29年８月29日現在2,363成分が指定されている。 

 社会を明るくする運動 すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それ

ぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない地域社会を築こうとする全国的な運動。 

法務省が主唱し、７月1日～７月31日に実施している。 

 生涯経験率 これまでに１回でも薬物を経験したことがある者の割合 

 青少年の非行・被害防止全国 

強調月間 

青少年の非行防止等について、国民が理解を深め、さらに、関係機関･団体と地域住民等

とが相互に協力･連携して、青少年の規範意識の醸成及び有害環境への適切な対応を図る

などの各種取組を集中的に実施する運動。 

内閣府が主唱し、７月1日～７月31日に実施している。 

 精神保健福祉センター 「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」に基づき都道府県(指定都市を含む）が設

置する、精神保健の向上及び精神障害者の福祉を推進するための相談活動や知識の普及等

を行う専門的技術機関。 
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た 大麻 大麻取締法（昭和23年法律第124号）により規制されている薬物（大麻草（カンナビス・

サティバ・エル）及びその製品。ただし、大麻草の成熟した茎及びその製品（樹脂を除く）

並びに大麻草の種子及びその製品を除く）。 

 作用：嗅覚・視覚・聴覚などの感覚が鋭くなるように錯覚し、多幸感も味わう。 

    しかし、記憶力・理解力・集中力の低下、知覚障害、幻覚・妄想やパニック状態 

    を引き起こす。長期乱用では意欲・気力が低下し、大麻精神病を引き起こすこと 

    もある。 

 形状：乾燥大麻、大麻樹脂、液体大麻 

 俗称：マリファナ、ハッパ、野菜、クサ、チョコ、ヘンプ、ハーブなど 

 「ダメ。ゼッタイ。」普及運動 新国連薬物乱用根絶宣言（2009 年～2019 年）への支援事業の一環として、国民一人一人

の薬物乱用問題に関する認識を高めるため、正しい知識の普及、広報啓発を全国的に展開

する運動。 

厚生労働省、都道府県及び(公財)麻薬・覚せい剤乱用防止センターが関係機関・団体等に

協力を呼び掛け、国連総会決議に基づく「6.26 国際麻薬乱用撲滅デー」を含めた６月 20

日～７月19日の期間に運動を実施している。 

な 認知行動療法 ものの受け取り方や考え方に働きかけて気持ちを楽にする精神療法（心理療法）の一種。 

何かの出来事があったときに瞬間的にうかぶ考えやイメージ（自動思考）によって、気持

ちが動いたり行動を起こす。この自動思考に気付き、現実にそった柔軟なバランスのよい

新しい考えに変えていくことで、その時々に感じるストレスを和らげる療法。 

は 非行防止指導班「あおぞら」 埼玉県内の小学生・中学生・高校生を対象とした、非行防止教室、薬物乱用防止教室及び

防犯教室を行う、女性警察官等で構成される指導班。 

学校からの要望に応じて、地域や学校の実情に合わせた内容でロールプレイを取り入れた

りするなど、少年の規範意識を醸成する活動を実施している。 

 標準品 薬物を検査・分析する際に必要となる比較標本。 

 不正大麻・けし撲滅運動 不正栽培と自生している大麻やけしを撲滅するため、大麻やけしの発見と除去、大麻やけ

しに関する正しい知識の普及・広報啓発の取組を全国的に展開する運動。 

厚生労働省と都道府県において、関係機関の協賛を得て、毎年５月１日～６月 30 日の期

間に不正栽培と自生している大麻やけしを撲滅するため、不正栽培事犯の発見に努めると

ともに、犯罪の予防の観点から、自生している大麻やけしを一掃するための啓発を実施し

ている。 

ま 麻薬 麻薬及び向精神薬取締法（昭和28年法律第14号）により規制される薬物（ヘロイン、コ

カイン、モルヒネ等）。 

乱用により強い陶酔感を呼び起こす。耐性により身体的な依存を形成し、禁断症状も苦し

いことから、精神的な依存性も強くなる。 

大量摂取による呼吸麻痺で死亡する例も多い。 
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ま 麻薬・覚醒剤乱用防止運動 麻薬、覚醒剤、大麻、シンナー、危険ドラッグ等の薬物乱用による危害を広く国民に周知

し、国民一人一人の認識を高めることにより、麻薬・覚醒剤等の薬物乱用の根絶を図るこ

とを目的とする運動。 

厚生労働省と都道府県が、関係機関・団体等に協力を呼び掛け、10月１日～11月30日に

実施している。 

や 薬物依存症 精神障害のひとつ。麻薬・覚醒剤・大麻などの依存性のある薬物を使い続けているうちに

心身に異変が生じ、薬物を使いたいという気持ちが（渇望）が強くなりすぎて、自分では

コントロールできなくなり、現実にいろいろと不都合が生じているにもかかわらず薬物を

使い続けてしまう障害。 

 薬物依存の認知行動療法 

プログラム 

薬物依存症に対する認知行動療法を用いた治療・回復プログラム。 

薬物使用欲求が発生するメカニズムや使用欲求に対する適切な対処行動等を身に付ける。 

平成28年度の診療報酬改定にて依存症集団療法として診療報酬加算が認められた。 

 薬物再乱用防止プログラム 保護観察所において、仮釈放者及び保護観察付執行猶予者に対して、特別遵守事項（約束

事）により受講を義務づける教育プログラム。認知行動療法等を基盤としたワークブック

を活用し、個別又は集団で学習する。コアプログラムとステップアププログラムからなり、

併せて簡易薬物検出検査を実施する。 

 薬物標本 麻薬、覚醒剤及び大麻等の薬物に外観を似せて作られた薬物の見本 

 薬物乱用 医薬品を医療目的以外に使用すること、又は医療目的にない薬物を不正に使用すること。 

 薬物乱用防止教室 学校において、薬物乱用の危険性を熟知している警察職員、麻薬取締官 OB、学校医及び

学校薬剤師等の協力を得て、薬物に対する正しい知識や乱用の恐ろしさについて指導する

教育活動。 

 薬物乱用防止指導員 薬物乱用防止啓発運動の一環として、昭和 54 年度から国と都道府県が一体となって推進

しているもので、各地域社会に根ざした啓発活動を展開するため、各地域社会の有識者に

「薬物乱用防止指導員」を各都道府県知事から委嘱し、これら指導員の日常活動を通じて

各地域社会の末端にまで覚醒剤等の薬物に関する知識の普及の徹底を図っている。 

 薬物乱用防止五か年戦略 内閣府特命担当大臣を議長とする薬物乱用対策推進会議（※）において策定している、薬

物乱用の根絶に向けた国の総合的な戦略。 

（※平成20年12月以前は薬物乱用対策推進本部。本部長：総理大臣） 

平成10年に当初の戦略が策定され、平成25年８月に現在の第四次戦略が策定された。 
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